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充、遠藤周、神保圭佑、幾
瀬圭、稲⽑英介、齋藤暢知、
富⽥理、⽯橋武⼠

研 究

１．⼯藤准教授らは、Crohn病のPeyer板においてTh1細胞の増加が病
態に関与していることを報告し、留学中にはIL-17のIBD炎症粘膜
での発現増加を報告し、帰国後はGalectinがIBDで発現上昇して
いることを報告した。神保助教らは、IBDの炎症粘膜でケモカイ
ンレセプターCXCR3とMMPの発現増加について報告した。幾瀬
助教らは、留学で得たオルガノイドの技術を⽤いてIBD粘膜上⽪
と腸内環境とのインタラクションについて研究を進めている。

２．東海林准教授らは、妊娠17⽇⽬の⼦宮動脈4か所にデバイスを装
着して作成した新規FGRラットモデルの⾻格筋インスリン抵抗性
を評価した。FGRラットでは、⽣後12週のOGTTで有意にインス
リン抵抗性を⽰し、RT-PCRでヒラメ筋のインスリンシグナル伝
達関連分⼦発現が有意に低下していた。今後FGRにおける
dysbiosisと⽣活習慣病との関係についても検討を⾏っていく。

３．⾼橋健先任准教授および⼤学院⽣らは、⼩児がん⽣存者の⼼機能
低下について右の図に⽰すように、⼼室壁の伸縮を3層に分けて
解析できる⼼室収縮能評価法と、独⾃に開発した流体⼒学を⽤い
た⼼室拡張能評価法を導⼊して検討を⾏っている。本成果は、⼩
児がん⽣存者の⻑期フォローにおけるより鋭敏な⼼機能評価法と
して、適切な治療介⼊決定による予後改善に役⽴つ可能性がある。

主な研究テーマ

主な研究内容スタッフ

1.⼩児炎症性腸疾患の多⾓的検討による病態解明
2.新規胎盤⾎流低下胎児発育不全モデルを

⽤いた⾻格筋インスリン抵抗性の機序解明
3.⼩児がん⽣存者における⼼機能低下機序の解明担当教授 清⽔ 俊明
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Research

1. Kudo et al. reported that polarized Th1 cells were involved in the 
pathogenesis of Crohn's disease in the Peyer's patches, increased 
expression of IL-17 in the IBD mucosa, and Galectin-9 is up-
regulated in IBD. Jimbo et al. reported increased expression of 
CXCR3 and MMPs in IBD mucosa. Assistant Prof. Ikuse et al. are 
studying the interaction between IBD epithelium and the 
intestinal environment using organoid technology.

2. Shoji, et al. established a novel FGR rat model by placing devises 
to uterine arteries of pregnant rats. The mRNA and protein 
expression of AKT and GLUT4 in soleus muscle were significantly 
lower in FGR rats at 12 weeks of age. We will investigate the 
relationship between dysbiosis and development of metabolic 
syndrome using this model.

3. Associate Prof. Takahashi and his graduate students have been 
assessing cardiac function in childhood cancer survivors using 
layer specific strain and intra-ventricular pressure gradient 
measurements for cardiac dysfunction, which was newly 
developed with their own code as described in right figures. 
These results suggested that those new methods could 
sensitively detect cardiac dysfunction and play an important role 
to decide therapeutic plan at early stage.

Main Research Subjects

Research HighlightsStaff

 1. Investigation of the pathogenesis of pediatric inflammatory  
bowel disease

 2. Influence of skeletal muscle insulin resistance in a novel 
fetal growth restriction model

 3. In-depth insight into the mechanisms of cardiac dysfunction 
in patients with childhood cancer survivors

Chief 
Professor Toshiaki SHIMIZU
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院，東京．2020，1526-1528.

和⽂著書 3 ⼤友義之. 膀胱直腸機能障害. 今⽇の⼩児治療指針第17版．⽔⼝雅ほか（総編集）．
医学書院，東京．2020，640-641.

和⽂著書 4 ⼤友義之. 検尿システムと腎疾患管理. 今⽇の⼩児治療指針第17版．⽔⼝雅ほか（総編集）．
医学書院，東京．2020，758-760.

和⽂著書 5 ⼤友義之. 夜尿症.
診療ガイドラインUP-TO-DATE 2020-2021．⾨脇孝ほ
か（監修），メディカルレビュー社，⼤阪．2020，975-
978.

和⽂著書 6 ⼤塚宜⼀. 吸収不全症候群. 今⽇の⼩児治療指針第17版．⽔⼝雅ほか（総編集）．
医学書院，東京．2020，451-453.

和⽂著書 7 稀代雅彦. ⼼嚢穿刺. 今⽇の⼩児治療指針第17版．⽔⼝雅ほか（総編集）．
医学書院，東京．2020，56-57.

和⽂著書 8 新井勝⼤. 潰瘍性⼤腸炎. 今⽇の⼩児治療指針第17版．⽔⼝雅ほか（総編集）．
医学書院，東京．2020，455-456.

和⽂著書 9 新妻隆広. ⻑引く咳嗽. 症候から⼊る　⼩児の⾝体診察．稲⽑康司（編）．⽂光
堂，東京．2020，88-90.

和⽂著書 10 新妻隆広. 下痢・下⾎（１）. 症候から⼊る　⼩児の⾝体診察．稲⽑康司（編）．⽂光
堂，東京．2020，114-117.

和⽂著書 11 東海林宏道，板橋家頭夫. 新⽣児期, 乳児期. 応⽤栄養学改訂第6版. 渡邊令⼦ほか（編）.　南江
堂，東京．2020，103-132.

和⽂著書 12 東海林宏道. 新⽣児の静脈栄養. 今⽇の⼩児治療指針第17版．⽔⼝雅ほか（総編集）．
医学書院，東京．2020，100-104.

和⽂著書 13 東海林宏道. 早産児の栄養管理. 今⽇の⼩児治療指針第17版．⽔⼝雅ほか（総編集）．
医学書院，東京．2020，1424-1426.

和⽂著書 14 藤永周⼀郎. 急速進⾏性⽷球体腎炎. 今⽇の⼩児治療指針第17版．⽔⼝雅ほか（総編集）．
医学書院，東京．2020，606-607.



和⽂著書 15 ⼩松充孝. ⼩児のACP. まるっと︕ アドバンス・ケア・プランニング．宇井睦⼈（編）南
⼭堂，東京．2020，80-82.

和⽂著書 16 ⼩松充孝. 発熱. 今⽇の⼩児治療指針第17版．⽔⼝雅ほか（総編集）．
医学書院，東京．2020，6-8.

和⽂著書 17 ⼩松充孝. 網膜炎. ⼩児感染免疫学. ⽇本⼩児感染症学会(編. 朝倉書店,
東京．2020，367-373.

和⽂著書 18 ⼩松充孝. 眼内炎. ⼩児感染免疫学．⽇本⼩児感染症学会（編），朝倉
書店，東京．2020，373-378.

和⽂著書 19 ⼩松充孝. ⻩⾊ブドウ球菌（MRSAとMSSA）.
⼩児救命救急・ICUピックアップ④ 感染症．⽇本⼩児集中
治療研究会（編）．メディカルサイエンスインターナショナ
ル，東京．2020，99-106.

和⽂著書 20 ⻄﨑直⼈. 腹膜透析. 今⽇の⼩児治療指針第17版．⽔⼝雅ほか（総編集）．
医学書院，東京．2020，73-75.

和⽂著書 21 箕輪圭． 膵外分泌不全症、慢性膵炎． 今⽇の⼩児治療指針第17版．⽔⼝雅ほか（総編集）．
医学書院，東京．2020，483-484.

和⽂著書 22 春名英典. 先天性⾼インスリン⾎症.
特殊ミルク治療ガイドブック．⽇本⼩児医療保健協議会
（四者協）治療⽤ミルク安定供給委員会（編）．診断と
治療社．東京．2020，80-81．
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和⽂症例報告 1 猪野⽊雄太，阪下和美，⽥中恭⼦，窪⽥満，⽯⿊
精，永井章.

摂⾷障害を契機に⾃閉スペクトラム症の診断に⾄った7症
例.

⼦どもの⼼とからだ ⽇本⼩児⼼⾝医学会雑誌,
2020;29:131-140.

和⽂症例報告 2 ⼯藤孝広，岩間達，清⽔泰岳. IBDクリニカルカンファレンス(第6回)　E2からE4へと罹患範囲
が進展し合併症により治療が難渋したUCの13歳男児. IBDクリニカルカンファレンス, 2020;2:41-51.



和⽂症例報告 3
⼤⼭⾥恵，藤永周⼀郎，遠藤翔太，宮野洋希，⻄野
智彦，梅⽥千⾥，渡邊佳孝，仲川真由，村上仁彦，
伊藤秀⼀.

発症早期のARB,ACE-I併⽤療法により⻑期完全寛解を
保っているWT1遺伝⼦異常による巣状分節性⽷球体硬化
症（FSGS)の⼥児例.

⽇本⼩児腎不全学会雑誌, 2020;40:305-308

和⽂症例報告 4 松本恵，村野弥⽣，⼿島名帆⼦，真⼸怜奈，中尾彰
裕，中澤友幸，清⽔俊明.

ステロイド忌避により成⻑障害と発達遅滞を来たした重症ア
トピー性⽪膚炎の１例. ⽇本⼩児⽪膚科学会雑誌, 2020;39:53-58.

和⽂症例報告 5 櫻⾕浩志，梅⽥千⾥，渡邊佳孝，村上仁彦，藤永周
⼀郎.

⾼度蛋⽩尿に対してtelmisartanが有効であったO103によ
る溶⾎性尿毒症症候群の5歳⼥児例. ⽇本⼩児腎不全学会雑誌, 2020;40:176-179.

和⽂症例報告 6 宮野洋希，遠藤翔太，⼤⼭⾥恵，⻄野智彦，梅⽥千
⾥，渡邊佳孝，仲川真由，藤永周⼀郎.

消化器症状が軽度だったが早期診断しえたO121による
STEC-HUSの1歳⼥児例. ⽇本⼩児腎不全学会雑誌, 2020;40:235-238.

和⽂症例報告 7 ⻄野智彦，遠藤翔太，宮野洋希，梅⽥千⾥，渡邊佳
孝，仲川真由，藤永周⼀郎. 末期腎不全で発⾒された顕微鏡的多発⾎管炎の学童例. 埼⽟県⽴⼩児医療センター医学誌, 2020;36:24-28.

和⽂症例報告 8 渡邊佳孝，遠藤翔太，宮野洋希，梅⽥千⾥，⻄野智
彦，仲川真由，櫻⾕浩志，村上仁彦，藤永周⼀郎.

ステロイド治療を施⾏した重症溶連菌感染後⽷球体腎炎の
6歳男児例. ⽇本⼩児腎不全学会雑誌, 2020;40:169-172.

和⽂症例報告 9 遠藤翔太，宮野洋希，梅⽥千⾥，⻄野智彦，渡邊佳
孝，仲川真由，藤永周⼀郎.

抗リツキシマブ抗体陽性の難治性ネフローゼ症候群に対して
オファツマブが有効であった男児例. ⽇本⼩児腎不全学会雑誌, 2020;40:226-229.

和⽂症例報告 10 武政洋⼀，遠藤翔太，宮野洋希，梅⽥千⾥，⻄野智
彦，仲川真由，渡邊佳孝，尾⽥⾼志，藤永周⼀郎.

マイコプラズマ肺炎に合併した重症関連⽷球体腎炎の6歳男
児例. ⽇本⼩児腎不全学会雑誌, 2020;40:252-256.

和⽂症例報告 11
粟⽥健太郎，齋藤暢知，宮林和紀，秋本智史，淡路
敦⼦，池⽥奈帆，⼤川夏紀，福永英⽣，東海林宏
道，寒⽵正⼈，清⽔俊明.

乳児期に遺伝⼦診断された遺伝性QT延⻑症候群(2型)の
新⽣児2例. ⽇本新⽣児成育医学会雑誌, 2020;32:91-97.

和⽂症例報告 12 阿部華⼦，渡邊晶⼦，⻄﨑直⼈，東海林宏道，岡崎
任晴，⼤⽇⽅薫，清⽔俊明.

間質性肺気腫と遷延性気胸の治療に難渋した胎便吸引症
候群の1例. ⼩児科臨床, 2020;73:1053-1058.



和⽂症例報告 13 上野梨⼦，⽯⽥翔⼆，松⽥明奈，権⽥裕亮， 岩崎卓
朗，海⽼原慎介，⽊下恵司，清⽔俊明.

頸部造影CTで咽頭周囲膿瘍と咽後浮腫を認めた川崎病の
1例. ⽇本⼩児放射線学会雑誌, 2020;36:52-58.

和⽂症例報告 14
佐藤恵也，福永英⽣，若⽉寿⼦，井福真友美，⽥中
登，松井こと⼦，原⽥真菜，古川岳 史，秋元かつみ，
⾼橋健，稀代雅彦, 清⽔俊明.

失神を繰り返した川崎病冠動脈瘤既往の1例. ⼩児科臨床, 2020;73:1159-1163.

和⽂症例報告 15 徳島⾹央⾥，庄野哲夫，織⽥久之，鈴⽊恭⼦，新妻
隆広，⼤⽇⽅薫，志村直⼈. 成⻑障害を契機に診断に⾄った⾼安動脈炎の1例. ⼩児科臨床, 2020;73:1031-1035.

和⽂症例報告 16
徳島⾹央⾥，安部信平，北村裕梨，箕輪圭，神保圭
佑，遠藤周，⻘柳陽，春名英典，中村明雄，⾼橋利
幸，⾦⼦仁彦，清⽔俊明.

視神経炎を反復し、ステロイド治療が奏功した抗myelin
oligodendrocyte glycoprotein抗体陽性視神経炎の1
例.

⼩児内科, 2020;52:1849-1853.

和⽂症例報告 17
宮平憲，⾕⼝明徳，中村裕樹，降⽥喜昭，⽯橋武
⼠，富⽥理，⽟⼀博之，栗本朋⼦，寺尾梨江⼦，⾼
⽥オト，藤村純也，清⽔俊明.

発作性寒冷ヘモグロビン尿症が疑われた重症溶⾎性貧⾎の
1歳男児例. ⼩児科臨床, 2020;73:1305-1310.

和⽂症例報告 18
森下俊真，渡邊佳孝，遠藤翔太，宮野洋希，梅⽥千
⾥，⻄野智彦，仲川真由，村上仁彦，藤永周⼀郎，
⻑野智那，野津寛⼤，飯島⼀誠.

無症候性蛋⽩尿で発⾒されたTRPC6遺伝⼦異常による家
族歴のない巣状分節性⽷球体硬化症の6歳男児例. ⽇本⼩児腎不全学会雑誌, 2020;40:261-264.

和⽂症例報告 19
森下俊真，原太⼀，嶋泰樹，庄野哲夫，⻄﨑直⼈，
織⽥久之，鈴⽊恭⼦，新妻隆広，⼤⽇⽅薫，清⽔俊
明.

可逆性脳梁膨⼤部病変を伴う軽度脳炎・脳症を合併した
急性巣状細菌性腎炎の8歳男児例. ⽇本⼩児救急医学会雑誌, 2020;19:73-76.

和⽂症例報告 20 ⼤⽯賢司, 笠井悠⾥葉, ⻄﨑直⼈, 新妻隆広, ⼤⽇⽅
薫, 清⽔俊明.

Haemophilus influenzaeによる急性腎盂腎炎を契機に
慢性腎臓病が判明した7歳男児例. ⼩児科診療, 2020;83:1239-1242.

和⽂症例報告 21 滝⼝真未，鈴⽊恭⼦，笠井悠⾥葉，原太⼀，庄野哲
夫，織⽥久之，新妻隆広，⼤⽇⽅薫，清⽔俊明. 好酸球性多発⾎管炎性⾁芽腫症の13歳⼥⼦例. ⽇本⼩児放射線学会雑誌, 2020;36:164-169.



区分 番号 発表者名 発表タイトル（題⽬・演題・課題等） 学会名, 場所, 発表年⽉⽇等 国際共同

国内学会発表 1 清⽔俊明，穂苅量太. IBDの特殊系.
厚⽣労働科学研究 難治性疾患克服研究事業「難治性炎
症性腸管障害に関する調査研究」令和元年度第2回総
会，東京．2020.1.23.

国内学会発表 2

清⽔俊明，虻川⼤樹，新井勝⼤，⽔落建輝，清⽔泰
岳，熊⾕秀規，内⽥恵⼀，井上幹⼤，⼯藤孝広，⽯
⽑崇，岩間達，国崎玲⼦，渡辺憲治，⻑沼誠，中村
志郎，久松理⼀．

⼩児IBD治療指針の改訂.
厚⽣労働科学研究費　難治性疾患政策研究事業「難治
性炎症性腸管障害に関する調査研究」令和2年度　第1回
総会，Web開催．2020.7.9.

国内学会発表 3
熊⾕秀規，清⽔俊明，⼯藤孝広，内⽥恵⼀，国崎玲
⼦，杉⽥昭，⼤塚宜⼀，新井勝⼤，窪⽥満，⽥尻
仁，鈴⽊康夫．

「炎症性腸疾患:シームレスなアプローチを⽬指して」-
Special situationにおけるこれからの課題:疾病負荷
(Disease burden)を含めて-　⼩児期発症炎症性腸疾患
患者のトランジション.

第16回⽇本消化管学会総会学術集会，姫路．
2020.2.7.

国内学会発表 4
内⽥恵⼀，熊⾕秀規，清⽔俊明，⼯藤孝広，国崎玲
⼦，杉⽥昭，⼤塚宜⼀，新井勝⼤，窪⽥満，⽥尻
仁，鈴⽊康夫．

⼩児IBD患者のトランジションについてのアンケート調査. 第57回⽇本⼩児外科学会学術集会，東京（Web開
催）．2020.9.19-21.

国内学会発表 5 ⼤友義之，櫻⾕浩志. 家庭⽤ポータブル低周波治療器を⽤いた難治性尿失禁の
治療. 第31回⽇本夜尿症学会学術集会．⼤宮．2020.10.3.

国内学会発表 6 寒⽵正⼈，池⽥奈帆，⼤川夏紀，宮林和紀，粟⽥健
太郎，加護祐久，斎藤雪⾹，東海林宏道，清⽔俊明.

在胎32週未満出⽣児におけるIGF1遺伝⼦P2プロモーター
領域メチル化の解析.

第123回⽇本⼩児科学会学術集会，神⼾（Web開
催）．2020.8.21-23.

国内学会発表 7 五⼗嵐健康，中野玲⼆，⼤⽊茂，寒⽵正⼈. ⼩さく⽣まれた⾚ちゃんとご家族に対する⽀援 しずおかリトル
ベビーハンドブック.

第123回⽇本⼩児科学会学術集会，神⼾（Web開
催）．2020.8.21-23.

国内学会発表 8 中澤友幸，⾼須倫彦． 激しい頭痛で発症し、蝶形⾻洞炎の所⾒を認めた3例． 第48回⽇本頭痛学会，Web開催．2020.11.7-8.

国内学会発表 9
新井勝⼤，清⽔俊明，⼯藤孝広，清⽔泰岳，細井賢
⼆，⼤塚宜⼀，⽯⽑崇，内⽥恵⼀，⽥尻仁，鈴⽊康
夫．

本邦における腸早期発症型炎症性腸疾患（VEO－
IBD）の実態解明と診断基準の作成.

厚⽣労働科学研究費　難治性疾患政策研究事業「難治
性炎症性腸管障害に関する調査研究」令和元年度　第2
回総会，東京．2020.1.23.



国内学会発表 10 新井勝⼤，⽥中正則，清⽔泰岳，明本由⾐，⽵内⼀
朗，義岡孝⼦． 超早期発症型炎症性腸疾患の病理組織所⾒の検討． 第20回⽇本⼩児IBD研究会，東京．2020.2.2.

国内学会発表 11 ⽊原祐希，鏑⽊陽⼀郎，下村⾥奈，⾕諭美，千葉幸
英，新井勝⼤，永⽥智．

⾎便、低アルブミン⾎症が持続し、消化管感染症の関連が
鑑別にあがった不明熱の1歳⼥児．

第16回⽇本⼩児消化管感染症研究会，東京．
2020.2.1.

国内学会発表 12 ⽯⽑崇，新井勝⼤，⼯藤孝広，江⼝英孝，⽵内⼀
朗，⻄澤拓哉，神保圭佑，岡崎康司，清⽔俊明．

国内における遺伝性炎症性腸疾患疑い症例の診断体制構
築のための研究. 第20回⽇本⼩児IBD研究会，東京．2020.2.2.

国内学会発表 13 平野友梨，板橋道朗，斎藤武，内⽥恵⼀，井上幹
⼤，新井勝⼤，平⼭敦⼤，⽊村英明，国崎玲⼦．

思春期に⼤腸全摘術を受けた潰瘍性⼤腸炎患者の⼿術に
対する⼼理的受容の検討． 第20回⽇本⼩児IBD研究会，東京．2020.2.2.

国内学会発表 14

⽔落建輝，新井勝⼤，⼯藤孝広，南部隆亮，⽥尻
仁，⻘松友槻，阿部直紀，垣内俊彦，橋本邦⽣，⼗
河剛，⾼橋美智⼦，恵⾕ゆり，⾼⽊祐吾，⼩⻄健⼀
郎，⽯原潤，樽井俊介，光⼭慶⼀．

⼩児潰瘍性⼤腸炎の診断における⾎清ＰＲ３－ＡＮＣ
Ａの有⽤性　前⽅視的多施設研究． 第20回⽇本⼩児IBD研究会，東京．2020.2.2.

国内学会発表 15

⽯⽑崇，村越孝次，国崎玲⼦，萩原真⼀郎，清⽔泰
岳，齋藤武，中⼭佳⼦，栁忠宏，井上幹⼤，熊⾕秀
規，岩間達，望⽉貴博，⽥尻仁，平野友梨，新井勝
⼤．

⽇本⼩児IBDレジストリ報告2020　⼩児クローン病治療の
経時的変化． 第20回⽇本⼩児IBD研究会，東京．2020.2.2.

国内学会発表 16

⽯原潤，新井勝⼤，⼯藤孝広，南部隆亮，⽥尻仁，
⻘松友槻，阿部直紀，垣内俊彦，橋本邦⽣，⼗河
剛，⾼橋美智⼦，恵⾕ゆり，坂⼝廣⾼，⼩⻄健⼀郎，
⽔落建輝．

本邦の⼩児炎症性腸疾患における⾎清亜鉛・セレンの検討
後⽅視的多施設研究． 第20回⽇本⼩児IBD研究会，東京．2020.2.2.

国内学会発表 17 ⽯⽑崇，新井勝⼤，⼯藤孝広，神保圭佑，⽵内⼀
朗，⻄澤拓哉，清⽔俊明．

「炎症性腸疾患:シームレスなアプローチを⽬指して」-
Special situationにおけるこれからの課題:疾病負荷
(Disease burden)を含めて-　VEO-IBD(早期発症型炎
症性腸疾患)における遺伝⼦解析を通じたIBD病態解明と
新規治療の開発.

第16回⽇本消化管学会総会学術集会，姫路．
2020.2.7.

国内学会発表 18

苛原誠，野村伊知郎，荻⽥博也，⽊⼝智之，宮城俊
雅，⽝塚祐介，豊國賢治，⻄村幸⼠，⽯川史，⽵内
⼀朗，佐藤美織，齋藤⿇耶⼦，樺島重憲，宮地裕美
⼦，⼭本貴和⼦，福家⾠樹，新井勝⼤，⼤⽮幸弘．

Pollen-food allergy syndromeと好酸球性⾷道炎を合
併した男児例．

第123回⽇本⼩児科学会学術集会，神⼾（Web開
催）．2020.8.21-23.



国内学会発表 19 虻川⼤樹，新井勝⼤，⽇本⼩児栄養消化器肝臓学会
⼩児IBD治療指針2019改訂ワーキンググループ．

⼩児の診療ガイドライン-Up To Date-　⼩児炎症性腸疾
患治療指針(2019年)．

第123回⽇本⼩児科学会学術集会，神⼾（Web開
催）．2020.8.21-23.

国内学会発表 20

⽯原潤，⽔落建輝，新井勝⼤，⼯藤孝広，南部隆
亮，⽥尻仁，⻘松友槻，阿部直紀，垣内俊彦，橋本
邦⽣，⼗河剛，坂⼝廣⾼，⼩⻄健⼀郎，⼭下裕史
朗．

⼩児炎症性腸疾患における⾎清亜鉛およびセレン値の検討
後⽅視的多施設研究．

第123回⽇本⼩児科学会学術集会，神⼾（Web開
催）．2020.8.21-23.

国内学会発表 21

⽔落建輝，新井勝⼤，⼯藤孝広，南部隆亮，⽥尻
仁，⻘松友槻，阿部直紀，垣内俊彦，橋本邦⽣，⼗
河剛，⾼⽊祐吾，⼩⻄健⼀郎，⽯原潤，⼭下裕史
朗．

⼩児潰瘍性⼤腸炎の診断における⾎清PR3-ANCAの有⽤
性　前⽅視的多施設研究．

第123回⽇本⼩児科学会学術集会，神⼾（Web開
催）．2020.8.21-23.

国内学会発表 22 ⻲井宏⼀，庄司健介，河合利尚，新井勝⼤，⼩椋雅
夫，佐古まゆみ，中村秀⽂，⽯倉健司，宮⼊烈．

免疫抑制薬下での弱毒⽣ワクチン接種　全国実態調査およ
び多施設共同前向き研究．

第123回⽇本⼩児科学会学術集会，神⼾（Web開
催）．2020.8.21-23.

国内学会発表 23 藤村友美，⽵内⼀朗，伊藤夏希，宇佐美雅章，佐藤
琢郎，清⽔泰岳，窪⽥満，新井勝⼤．

マクロゴール4000+電解質による⼩児慢性便秘症患児と養
育者のQOL改善効果の検討．

第47回⽇本⼩児栄養消化器肝臓学会，東京（Web開
催）．2020.10.23-25.

国内学会発表 24 福嶋健志，倉信奈緒美，村上潤，⽵内⼀朗，新井勝
⼤．

リンパ球性汎下垂体炎とIgA腎症を発症した超早期発症型
炎症性腸疾患の⼀例．

第47回⽇本⼩児栄養消化器肝臓学会，東京（Web開
催）．2020.10.23-25.

国内学会発表 25 平野友梨，清⽔泰岳，⽵内⼀朗，新井勝⼤． 思春期の炎症性腸疾患患者におけるQOLおよびメンタルヘ
ルスの縦断的調査研究．

第47回⽇本⼩児栄養消化器肝臓学会，東京（Web開
催）．2020.10.23-25.

国内学会発表 26 ⽯⽑崇，新井勝⼤，⼯藤孝広，江⼝英孝，⽵内⼀
朗，⻄澤拓哉，神保圭佑，岡崎康司，清⽔俊明．

遺伝⼦学的情報と結びついた早期発症型炎症性腸疾患レ
ジストリシステムの構築.

第28回⽇本消化器関連学会週間 JDDW 2020
KOBE，Web開催．2020.11.5-8.

国内学会発表 27
平野友梨，板橋道朗，斎藤武，内⽥恵⼀，井上幹
⼤，新井勝⼤，⽯原寛⼦，⻤澤理沙，⽔⼝恵美⼦，
平⼭敦⼤，荒⽊謙太郎，⽊村英明，国崎玲⼦．

⼤腸全摘出を受けた潰瘍性⼤腸炎患者の⼿術に対する⼼
理的受容の検討．

第11回⽇本炎症性腸疾患学会学術集会，Web開催．
2020.12.5.

国内学会発表 28 原⽥理恵⼦，⾚塚整，清⽔彩加，⾼⼭純奈，⼤友義
之，清⽔俊明. 当院における⼩児尿路感染症の起炎菌と治療薬の検討. 第50回⽇本腎臓学会東部学術⼤会，つくば（Web開

催）．2020.9.26-27.



国内学会発表 29
三善陽⼦，依藤亨， 横⾕進，⻑崎啓祐，川井正信，
⽯⿊寛之，岡⽥賢，菅野潤⼦，⽥久保憲⾏，室⾕浩
⼆，伊藤純⼦，堀川玲⼦，清⽔千佳⼦，⼤薗恵⼀.

⼩児・AYA世代がん患者の内分泌診療における移⾏期医
療の現状(⽇本⼩児内分泌学会全国調査).

第10回 ⽇本がん・⽣殖医療学会 学術集会，さいたま．
2020.2.15.

国内学会発表 30
三善陽⼦，依藤亨，清⽔千佳⼦，⻑崎啓祐，川井正
信，⽯⿊寛之，岡⽥賢，菅野潤⼦，⽥久保憲⾏，室
⾕浩⼆，伊藤純⼦，堀川玲⼦，横⾕進，⼤薗恵⼀.

⼩児・AYA世代がん患者の内分泌診療における成⼈診療
科への移⾏の現状と問題点.

第93回⽇本内分泌学会学術総会，Web開催．
2020.7.20-8.31.

国内学会発表 31
滝⼝真未，三森愛美，深江俊愛，⽯川有希美，⼋⽊
澤裕美，庄野哲夫，春名英典，岩橋めぐみ，鳴海覚
志，⽥久保憲⾏，清⽔俊明.

便秘を契機に診断に⾄ったIGSF1異常症の1男児例. 第93回⽇本内分泌学会学術総会，Web開催．
2020.7.20-8.31.

国内学会発表 32

三善陽⼦, 依藤亨, ⻑崎啓祐, 川井正信, ⽯⿊寛之, 岡
⽥賢, 菅野潤⼦, ⽥久保憲⾏, 室⾕浩⼆, 伊藤純⼦, 堀
川玲⼦, 横⾕進, ⼤薗恵⼀, ⽇本⼩児内分泌学会CCS
委員会.

⼩児・AYA世代がん患者の内分泌診療における移⾏期医
療　全国調査結果.

第123回⽇本⼩児科学会学術集会，神⼾（Web開
催）．2020.8.21-23.

国内学会発表 33
齋藤雪⾹，⼤川夏紀，宮崎萌⾹，粟⽥健太郎，加護
祐久，宮林和紀，東海林宏道，⽥久保憲⾏，寒⽵正
⼈，清⽔俊明.

⽇齢0より酵素補充療法を開始出来た周産期重症型低ホ
スファターゼ症の1例.

第123回⽇本⼩児科学会学術集会，神⼾（Web開
催）．2020.8.21-23.

国内学会発表 34 平野友梨，野村智実，清⽔泰岳，⽵内⼀朗，⽥中恭
⼦，新井勝⼤．

「炎症性腸疾患:シームレスなアプローチを⽬指して」-
Special situationにおけるこれからの課題:疾病負荷
(Disease burden)を含めて-　思春期IBD患者における
QOLの低下とメンタルヘルスの阻害について調査研究．

第16回⽇本消化管学会総会学術集会，姫路．
2020.2.7.

国内学会発表 35 新妻隆広，⼤⽇⽅薫. 当院における2018-2019年シーズンの百⽇咳症例︔
LAMPを含めた臨床的検討. 第12回LAMP研究会，東京．2020.1.18.

国内学会発表 36 新妻隆広，⼤⽇⽅薫，清⽔俊明. ⼤腸菌性髄膜炎を反復した乳児例における腸内細菌叢の
経時的検討.

第47回⽇本⼩児栄養消化器肝臓学会，東京（Web開
催）．2020.10.23-25.

国内学会発表 37 新妻隆広，⼤⽇⽅薫，清⽔俊明. ⼤腸菌性髄膜炎を3回反復した乳児例. 第52回⽇本⼩児感染症学会総会・学術集会，Web開
催．2020.11.7-8.

国内学会発表 38 新妻隆広，⼤⽇⽅薫. ムンプスウイルスワクチン株ならびにエンテロウイルス属が咽頭よ
り同時に検出された急性脳症の1例.

第24回⽇本ワクチン学会学術集会，Web開催．
2020.12.20.



国内学会発表 39 ⼯藤孝広，細井賢⼆，幾瀨圭，神保圭佑，清⽔俊明. 当院における⼩児科医による⼩児消化器内視鏡. 第3回⼩児消化器内視鏡医育成のための研究会，誌⾯発
表．2020.5.24.

国内学会発表 40
⼯藤孝広，伊藤夏希，時⽥万英，新井喜康，丘逸
広，京⼾玲⼦，佐藤真教，宮⽥恵理，細井賢⼆，幾
瀬圭，神保圭佑，⼤塚宜⼀，清⽔俊明.

迅速便中カルプロテクチン検査の有⽤性の検討. 第47回⽇本⼩児栄養消化器肝臓学会，東京（Web開
催）．2020.10.23-25.

国内学会発表 41
⼯藤孝広，神保圭佑，清⽔泰岳，岩間達，⽯⽑崇，
⽔落建輝，新井勝⼤，熊⾕秀規，内⽥恵⼀，虻川⼤
樹，清⽔俊明.

⼩児潰瘍性⼤腸炎に対する⻘黛を含有する漢⽅薬の使⽤
実態調査.

第47回⽇本⼩児栄養消化器肝臓学会，東京（Web開
催）．2020.10.23-25.

国内学会発表 42
⼯藤孝広， 伊藤夏希，時⽥万英，新井喜康，丘逸
宏，京⼾玲⼦，佐藤真教，細井賢⼆，幾瀨圭，神保
圭佑，⼤塚宜⼀，清⽔俊明.

迅速便中カルプロテクチン検査の有⽤性の検討. 第47回⽇本⼩児栄養消化器肝臓学会，東京（Web開
催）．2020.10.23-25.

国内学会発表 43
⼯藤孝広，神保圭佑，清⽔泰岳，岩間達，⽯⽑崇，
⽔落建輝，新井勝⼤，熊⾕秀規，内⽥恵⼀，虻川⼤
樹，清⽔俊明.

⼩児期発症炎症性腸疾患に対する⻘黛の使⽤調査. 第11回⽇本炎症性腸疾患学会学術集会，Web開催．
2020.12.5.

国内学会発表 44 東海林宏道，垣内五⽉，⾼橋尚⼈，荒井博⼦，与⽥
仁志，清⽔俊明.

新⽣児期の栄養法がパルミチン酸の吸収に及ぼす影響につ
いて検討.

⽇本脂質栄養学会第29回⼤会，Web開催．
2020.9.11-12.

国内学会発表 45
坂⼝廣⾼，⼩⻄健⼀郎，深堀優，松浦俊治，岩間
達，眞⽥幸弘，東海林宏道，藤代準，⽥井中貴久，
佐々⽊英之，仁尾正記，⽔落建輝.

本邦の胆道閉鎖症診断における⾎清MMP-7の有⽤性　全
国多施設研究.

第47回⽇本⼩児栄養消化器肝臓学会，東京（Web開
催）．2020.10.23-25.

国内学会発表 46 鈴⽊恭⼦，新妻隆広，海⽼原伸介，⼤⽇⽅薫，清⽔
俊明. ⼆酸化塩素による感染性胃腸炎の院内感染予防対策. 第16回⽇本⼩児消化管感染症研究会，東京．

2020.2.1.

国内学会発表 47 鈴⽊恭⼦，新妻隆広，海⽼原伸介，⼤⽇⽅薫，清⽔
俊明.

低濃度⼆酸化塩素よる感染性胃腸炎の院内感染予防対
策.

第47回⽇本⼩児栄養消化器肝臓学会，東京（Web開
催）．2020.10.23-25.

国内学会発表 48
Iwata M, Fujimura J, Wakita M, Misawa S,
Yaguchi A, Ishibashi T, Tomita O, Shimizu T,
Tabe Y, Miida T.

Bootstrap法を⽤いた⼩児がん経験者の⾎液検査データ分
布範囲設定の試みとその臨床的意義.

第62回⽇本⼩児⾎液・がん学会学術集会，Web開催．
2020.11.20-22.



国内学会発表 49 鈴⽊光幸，箕輪 圭，武藤⼤和，平井沙依⼦，中野
聡，齋藤暢知，清⽔俊明.

⼩児特発性膵炎患者における膵炎関連遺伝⼦の関与と臨
床像の解析.

第123回⽇本⼩児科学会学術集会，神⼾（Web開
催）．2020.8.21-23.

国内学会発表 50
坂本優⼦，本⽥由佳，櫻井夏⼦，中島英彰，荻島⼤
貴，松岡正造，鈴⽊光幸，時⽥章史，清⽔俊明，⾦
⼦和夫，⾦勝乾.

28週妊婦のビタミンD不⾜は紫外線からの⽣成量不⾜であ
る　Baby LAB studyから.

第93回⽇本整形外科学会学術集会，Web開催．
2020.6.11-8.31.

国内学会発表 51 ⾦成彌，鈴⽊光幸，箕輪圭，⼊⼾野博，清⽔俊明. うちわ歩⾏児における乳幼児期の四つ這い移動と下肢アライ
メントとの関連性の検討.

第123回⽇本⼩児科学会学術集会，神⼾（Web開
催）．2020.8.21-23.

国内学会発表 52 安部信平，池野充，五⼗嵐鮎⼦，清⽔俊明，⾼橋利
幸，⾦⼦仁彦．

抗ミエリンオリゴデンドロサイト糖蛋⽩抗体陽性の炎症性脱髄
疾患の2例.

第62回⽇本⼩児神経学会学術集会，Web開催．
2020.8.18-20.

国内学会発表 53 池野充, 安部信平, 乃⽊⽥正俊, 堀正明, ⻘⽊茂樹, 清
⽔俊明. 結節性硬化症4例のマルチモダリティMRI解析. 第62回⽇本⼩児神経学会学術集会，Web開催．

2020.8.18-20.

国内学会発表 54 菅沼広樹，池⽥奈帆，⼤川夏紀，輿⽯太郎，東海林
宏道，寒⽵正⼈，清⽔俊明.

早産児と正期産児における臍帯⾎の多価不飽和脂肪酸と
オキシリピンとの⽐較.

⽇本脂質栄養学会第29回⼤会，Web開催．
2020.9.11-12.

国内学会発表 55 菅沼広樹，東海林宏道，輿⽯太郎，清⽔俊明. ⺟乳栄養が乳児期早期における児の多価不飽和脂肪酸と
オキシリピンに与える影響.

第47回⽇本⼩児栄養消化器肝臓学会，東京（Web開
催）．2020.10.23-25.

国内学会発表 56 ⻄﨑直⼈，岩原可名⼈，阿部華⼦，上野梨⼦，⼩川
悠，松⽥明奈，⽔⾕亮，⼤⽇⽅薫.

早産児敗⾎症性ショックに対するメディエーター
（endotoxin/cytokine）除去療法の有効性と転帰に関
する検討.

第217回 千葉県合同地⽅会，Web開催．2020.9.13.

国内学会発表 57 ⻄﨑直⼈，松⽥明奈，⽔⾕亮，仲川真由，⼤⽇⽅
薫，清⽔俊明.

早産児敗⾎症性ショックに対するメディエーター
（endotoxin/cytokine）除去療法の有効性と転帰に関
する検討.

第52回⽇本⼩児感染症学会総会・学術集会，Web開
催．2020.11.7-8.

国内学会発表 58
福永英⽣，林英守，古川岳史，⽥淵晴名，⾼橋健，
関⽥学，稀代雅彦，浅⾒陽介，⼤澤翔太，⾼野明⽇
⾹，清⽔俊明.

完全⽪下植込み型除細動器（S-ICD）植込みを施⾏した
2⼩児例の経過とその管理.

第12回植込みデバイス関連冬季⼤会，名古屋．
2020.2.8.

国内学会発表 59
福永英⽣，真⼸怜奈，磯 武史，松井こと⼦，古川岳
史，⾼橋健，稀代雅彦，⽥淵晴名，林英守， 関⽥
学，中⻄啓介，清⽔俊明.

⼩児に対する⽪下植込み型除細動器(S-ICD)の適応と管
理の検討.

第56回⽇本⼩児循環器学会総会・学術集会，京都（ハ
イブリッド開催）．2020.11.22-24.



国内学会発表 60 遠藤美緒，早川佳代⼦，⽥島太⼀，鈴⽊哲也，都築
慎也，松永展明，⼤曲貴夫．

感染対策連携共通プラットフォーム (J-SIPHE)試⾏施設に
おける特定抗菌薬適正使⽤の取組および抗菌薬使⽤状況
の報告．

第69回⽇本感染症学会東⽇本地⽅会学術集会･第67
回⽇本化学療法学会東⽇本⽀部総会  合同学会，Web
開催．2020.10.23.

国内学会発表 61 遠藤美緒，早川佳代⼦，⽥島太⼀，藤井直樹，坂⼝み
きよ，浅井雄介，都築慎也，松永展明，⼤曲貴夫．

抗菌薬使⽤状況調査における感染対策連携共通プラット
フォーム（J-SIPHE）の有⽤性．

第30回⽇本医療薬学会年会，Web開催．
2020.10.24.

国内学会発表 62

神保圭佑，柏⽊項介，伊藤夏希，徳島⾹央⾥，時⽥
万英，新井喜康，吉村良⼦，丘逸宏，京⼾玲⼦，佐
藤真教，宮⽥恵理，細井賢⼆，幾瀬圭，⼯藤孝広，
⼤塚宜⼀，清⽔俊明.

当科における潰瘍性⼤腸炎様の内視鏡像を呈したVEO-
IBD (VEO-UC)に関する検討. 第20回⽇本⼩児IBD研究会，東京．2020.2.2.

国内学会発表 63

神保圭佑，柏⽊項介，伊藤夏希，徳島⾹央⾥，時⽥
万英，丘逸宏，吉村良⼦，新井喜康，京⼾玲⼦，佐
藤真教，宮⽥恵理，細井賢⼆，幾瀬圭，⼯藤孝広，
⼤塚宜⼀，清⽔俊明.

⼩児潰瘍性⼤腸炎に対する経会陰式超⾳波検査の有効
性に関する検討.

第123回⽇本⼩児科学会学術集会，神⼾（Web開
催）．2020.8.21-23.

国内学会発表 64

神保圭佑，柏⽊項介，伊藤夏希，徳島⾹央⾥，時⽥
万英，新井喜康，吉村良⼦，丘逸宏，京⼾玲⼦，佐
藤真教，宮⽥恵理，細井賢⼆，幾瀬圭，⼯藤孝広，
⼤塚宜⼀，清⽔俊明.

当科における潰瘍性⼤腸炎の内視鏡像を呈したVEO-IBD
（VEO-UC）に関する検討.

第47回⽇本⼩児栄養消化器肝臓学会，東京（Web開
催）．2020.10.23-25.

国内学会発表 65
神保圭佑，時⽥万英，新井喜康，佐藤真教，京⼾玲
⼦，宮⽥恵理，細井賢⼆，幾瀬圭，⼯藤孝広，清⽔
俊明.

Monogenic IBD患者の実際. 第47回⽇本⼩児栄養消化器肝臓学会，東京（Live配
信）．2020.10.24

国内学会発表 66

幾瀨圭，柏⽊項介，永⽥万純，伊藤夏希，徳島⾹央
⾥，時⽥万英，新井喜康，吉村良⼦，丘逸宏，京⼾
玲⼦，佐藤真教，宮⽥恵理，細井賢⼆，神保圭佑，
⼯藤孝広，⼤塚宜⼀，清⽔俊明.

加齢およびH. pylori 感染症に伴う抗酸化能とDNA修復能
の変化.

第16回⽇本⼩児消化管感染症研究会，東京．
2020.2.1.

国内学会発表 67

幾瀨圭，柏⽊項介，永⽥万純，丸⼭起三⼦，伊藤夏
希，徳島⾹央⾥，時⽥万英，新井喜康，吉村良⼦，
丘逸宏，京⼾玲⼦，佐藤真教，宮⽥恵理，細井賢
⼆，神保圭佑，⼯藤孝広，⼤塚宜⼀，浅岡⼤介，北
條⿇理⼦，永原章仁，清⽔俊明.

加齢およびH. pylori 感染症が引き起こす酸化ストレス耐性
の変化.

⽇本消化器病学会関東⽀部第361回例会，東京（ハイ
ブリッド開催）．2020.9.12.



国内学会発表 68 細澤⿇⾥⼦，⾺場幸⼦，磯博康. Bullying victimization among adolescents and
risk factors across 71 countries.

第79回⽇本公衆衛⽣学会総会，京都．Web開催．
2020.10.20-22.

国内学会発表 69
松井こと⼦，真⼸怜奈，磯武史，若⽉寿⼦，古川岳
史，福永英⽣，⾼橋健，稀代雅彦，中⻄啓介，川﨑
志保理，清⽔俊明.

⼼内修復術を経て在宅診療へ移⾏しえた13トリソミーの1
例.

第56回⽇本⼩児循環器学会総会・学術集会，京都（ハ
イブリッド開催）．2020.11.22-24.

国内学会発表 70

坂⼝廣⾼，⼩⻄健⼀郎，安⽥亮輔，⽊下正啓，橋詰
直樹，深堀 優，吉丸耕⼀朗，松浦俊治，岩間 達，眞
⽥幸弘，箕輪 圭，東海林宏道，藤代 凖，⽥井中貴
久，内⽥広夫，佐々⽊英之，仁尾正記，⽔落建輝.

本邦の胆道閉鎖症診断における⾎清MMP-7の有⽤性︓
全国多施設研究. 第47回胆道閉鎖症研究会，仙台．2020.12.5.

国内学会発表 71
稲⽑英介，加藤芽美，⼩嶋まゆき，⼭⽥啓迪，⽶⼭俊
之，横倉友諒，⼭﨑晋，本庄明⽇⾹，⾺場洋介，森
真理，⼯藤孝広，⼤塚宜⼀，清⽔俊明.

好酸球性⾷道炎のTGF-β1介在性⾷道バリア機能障害に
対する転写因⼦SNAI1の関与.

第69回⽇本アレルギー学会学術⼤会，京都（Web開
催）．2020.9.17-20.

国内学会発表 72
稲⽑英介，加藤芽美，⼩嶋まゆき，⼭⽥啓迪，⽶⼭俊
之，横倉友諒，⼭﨑晋，本庄明⽇⾹，⾺場洋介，森
真理，⼯藤孝広，⼤塚宜⼀，清⽔俊明.

⼩児好酸球性⾷道炎のTGF-β1介在性⾷道バリア機能障
害には、転写因⼦SNAI1が関与している.

第57回⽇本⼩児アレルギー学会学術⼤会，横浜（Web
開催）．2020.10.31-11.1.

国内学会発表 73 ⽥中登，安河内聰，沼⽥隆佑，⽶原恒介，⼤⽇⽅春
⾹，⼩⼭智史，武井⻩太，瀧聞浄宏.

TCPC術後遠隔期における⼼機能〜2DSTEと2D-FT-
MRIとの⽐較〜.

⼀般社団法⼈⽇本⼼エコー図学会第31回学術集会，島
根，（Web開催）．2020.8.14-15.

国内学会発表 74 ⽥中登，安河内聰，沼⽥隆佑，⽶原恒介，⼤⽇⽅春
⾹，⼩⼭智史，武井⻩太，瀧聞浄宏.

2 Dimensional feature tracking MRIによるTCPC術
後遠隔期における体⼼室⼼機能評価.

第56回⽇本⼩児循環器学会総会・学術集会，京都（ハ
イブリッド開催）．2020.11.22-24.

国内学会発表 75 ⽥中登，安河内聰，沼⽥隆佑，⽶原恒介，⼤⽇⽅春
⾹，⼩⼭智史，武井⻩太，瀧聞浄宏，清⽔俊明. 先天性⼼疾患患者におけるBIA法を⽤いた体組成評価. 第56回⽇本⼩児循環器学会総会・学術集会，京都（ハ

イブリッド開催）．2020.11.22-24.

国内学会発表 76 Murano Y, Saito H,  Hayashi K, Nakazawa T,
Okumura , Shimizu T.

Factors of the recurrence seizure in children with
multiple seizure in a single episode of fever.

第62回⽇本⼩児神経学会学術集会，Web開催．
2020.8.18-20.

国内学会発表 77 近藤千尋，村野弥⽣，望⽉幹彦，⽯川恵美，能勢瞳. 当院における⼩児頸部リンパ節腫脹の検討. 第93回⽇本超⾳波医学会学術集会，Web開催．
2020.12.1-3.



国内学会発表 78 五⼗嵐鮎⼦，安部信平，池野充，清⽔俊明. 熱性けいれん児における脳波の施⾏状況. 第62回⽇本⼩児神経学会学術集会，Web開催．
2020.8.18-20.

国内学会発表 79 櫻⾕浩志，平野⼤志，海野⼤輔，⼤友義之. 急性期DMSAは急性巣状細菌性腎炎の早期診断スクリー
ニングに有⽤か︖.

第123回⽇本⼩児科学会学術集会，神⼾（Web開
催）．2020.8.21-23.

国内学会発表 80
⻄野枝⾥⼦，櫻⾕浩志，丸⼭和隆，武⽥翔，⼤⽯賢
司，⻄⼭樹，秋⾕梓，丘逸宏，佐藤真教，吉⽥登，
辻脇篤志，海野⼤輔，鈴⽊恭⼦，⼤友義之.

IgA腎症治療中にITPを合併した14歳⼥児例. 第123回⽇本⼩児科学会学術集会，神⼾（Web開
催）．2020.8.21-23.

国内学会発表 81
村越由佳， 櫻⾕浩志，丸⼭和隆，武⽥翔，⻄⼭樹，
丘逸宏，佐藤真教，吉⽥登，辻脇篤志，鈴⽊恭⼦，
⽥中奈々，浦尾正彦，⼭⾼篤⾏，⼤友義之.

早期に診断し得た胆嚢捻転症の12歳⼥児例. 第123回⽇本⼩児科学会学術集会，神⼾（Web開
催）．2020.8.21-23.

国内学会発表 82 富⽥理，藤村純也. 腎腫瘍. 第11回TCCSG勉強会，Web開催．2020.9.2.

国内学会発表 83 富⽥理，藤村純也. 腎腫瘍. 第11回TCCSG勉強会，Web開催．2020.9.9.

国内学会発表 84
富⽥理，草野晋平，藤原恵，⾕⼝明徳，⽯橋武⼠，
栗本朋⼦，寺尾梨江⼦，⾼⽥オト，藤村純也，清⽔俊
明.

当院で過去10年間に経験したWilms腫瘍17例の検討. 第62回⽇本⼩児⾎液・がん学会学術集会，Web開催．
2020.11.20-22.

国内学会発表 85 仲川真由，⻄野智彦，藤永周⼀郎. アラーム療法に対する保護者の印象と患児の特徴︓使⽤後
アンケート調査より. 第31回⽇本夜尿症学会学術集会．⼤宮．2020.10.3.

国内学会発表 86 ⻄野智彦，仲川真由，藤永周⼀郎. 夜尿症患児の通院中断の危険因⼦の検討. 第31回⽇本夜尿症学会学術集会．⼤宮．2020.10.3.

国内学会発表 87 中澤美賀，奥村彰久，安部信平，池野充，嶋泰樹，
清⽔俊明. アデノウイルス関連脳炎・脳症の臨床像︓中間報告. 第62回⽇本⼩児神経学会学術集会，Web開催．

2020.8.18-20.

国内学会発表 88

細井賢⼆，神保圭佑，⼯藤孝広，柏⽊項介，伊藤夏
希，徳島⾹央⾥，時⽥万英，新井喜康，丘逸宏，京
⼾玲⼦，佐藤真教，宮⽥恵理，幾瀬圭，⼤塚宜⼀，
清⽔俊明.

⼩児期発症好酸球性消化管疾患5例の上部消化管内視
鏡像に関する検討.

第16回⽇本消化管学会総会学術集会，姫路．
2020.2.7.



国内学会発表 89

細井賢⼆，柏⽊項介，伊藤夏希，徳島⾹央⾥，時⽥
万英，新井喜康，丘逸宏，佐藤真教，京⼾玲⼦，宮
⽥恵理，箕輪圭，幾瀨圭，神保圭佑，鈴⽊光幸，⼯
藤孝広，⼤塚宜⼀，清⽔俊明.

⼩児炎症性腸疾患関連膵炎の検討. 第123回⽇本⼩児科学会学術集会，神⼾（Web開
催）．2020.8.21-23.

国内学会発表 90
細井賢⼆，伊藤夏希，時⽥万英，新井喜康，京⼾玲
⼦，佐藤真教，宮⽥恵理，幾瀨圭，神保圭佑，⼯藤
孝広，⼤塚宜⼀，清⽔俊明.

当科の⼩児炎症性疾患患者におけるメサラジン不耐症の検
討.

第47回⽇本⼩児栄養消化器肝臓学会，東京（Web開
催）．2020.10.23-25.

国内学会発表 91

細井賢⼆，柏⽊項介，伊藤夏希，徳島⾹中⾥，時⽥
万英，新井喜康，丘逸宏，佐藤真教，京⼾玲⼦，宮
⽥恵理，箕輪圭，幾瀬圭，神保圭佑，鈴⽊光幸，⼯
藤孝広，⼤塚宜⼀，清⽔俊明.

⼩児炎症性腸疾患関連膵炎の検討. 第47回⽇本⼩児栄養消化器肝臓学会，東京（Web開
催）．2020.10.23-25.

国内学会発表 92 ⼭﨑 晋，真保⿇美，阿久津裕⼦，⽑利真⾥⼦，森尾
友宏，森雅亮.

若年性特発性関節炎関連ぶどう膜炎に対する移⾏期医療
と⼩児リウマチ医の重要性.

第64回⽇本リウマチ学会総会・学術集会， Web開催．
2020.8.15-9.15.

国内学会発表 93 ⼭﨑晋，真保⿇実，阿久津裕⼦，岡本圭祐，清⽔正
樹，今井耕輔，森尾友宏，森雅亮.

カナキヌマブが著効し投与中⽌が可能となったTRAPSの⼀男
児例.

第48回⽇本臨床免疫学会，Web開催．2020.10.15-
11.30.

国内学会発表 94
⽔⾕亮，⼤⾕良⼦，越野由紀，松島奈穂，松原直
⼰，北島 翼，荒川明⾥，井上建，⽩⽯昌久，松原知
代，作⽥亮⼀.

摂⾷障害児の腎機能に関する検討. 第123回⽇本⼩児科学会学術集会，神⼾（Web開
催）．2020.8.21-23.

国内学会発表 95 ⽔⾕亮，松⽥明奈，⻄﨑直⼈. 夜尿を主訴に来院し、異なる疾患の診断に⾄った3例.. 第31回⽇本夜尿症学会学術集会．⼤宮．2020.10.3.

国内学会発表 96

島崎聡⼀，⽔⾕亮，深⾕悠太，森⽥翼，尾野花純，
永井爽，⽥中慎⼀朗，⼩野裕⼦，⼤⼾佑⼆，板橋
尚，神津享，⽩⽯昌久，中尾朋平，新⽥晃久，村上
信⾏，作⽥亮⼀，松原知代.

特発性側彎症の脊柱矯正固定術後に発症した上腸間膜
動脈症候群の⼩児例.

第123回⽇本⼩児科学会学術集会，神⼾（Web開
催）．2020.8.21-23.

国内学会発表 97
⽥代直⼦，⼋⽊澤裕美，武藤⼤和，⽮澤⾥絵⼦，⼤
島華倫，加藤幸恵，村野弥⽣，宮崎菜穂，中澤友
幸，清⽔俊明．

ロタウイルス腸炎に尿路結⽯を来し、腎後性急性腎障害を
発症した⼀例.

第16回⽇本⼩児消化管感染症研究会，東京．
2020.2.1.



国内学会発表 98
細野優，⾼橋健，重光幸恵，井福真由美，秋本智
史，秋⾕梓，佐藤恵也，加護浩之，板⾕慶⼀，清⽔
俊明.

⼩児がん⽣存者における年代別拡張早期左室内圧較差の
検討. 第13回⾎流会，東京．2020.2.1.

国内学会発表 99
細野優，⾼橋健，秋本智史，井福真友美，磯武史，
⽮﨑⾹奈，重光幸栄，秋元かつみ，中⻄啓介，川崎志
保理，稀代雅彦，清⽔俊明.

ファロー四徴症術後患者におけるストレイン解析を⽤いた左
房機能の年代別評価.

⼀般社団法⼈⽇本⼼エコー図学会第31回学術集会，島
根，（Web開催）．2020.8.14-15.

国内学会発表 100
細野優，⾼橋健，秋本智史，井福真友美，磯武史，
⽮﨑⾹奈，重光幸栄，秋元かつみ，中⻄啓介，川崎志
保理，稀代雅彦，清⽔俊明.

ファロー四徴症術後患者におけるストレイン解析を⽤いた左
房機能の年代別評価.

第123回⽇本⼩児科学会学術集会，神⼾（Web開
催）．2020.8.21-23.

国内学会発表 101
細野優、⾼橋健，重光幸栄，井福真友美，磯武史，⽮
﨑⾹奈，⽟⼀博之，藤村純也，齋藤正博，板⾕慶
⼀，清⽔俊明.

⼼臓超⾳波検査を⽤いた⼩児がん⽣存者における⼼機能
低下の発⽣機序の解明.

第56回⽇本⼩児循環器学会総会・学術集会，京都（ハ
イブリッド開催）．2020.11.22-24.

国内学会発表 102
宮⽥恵理，⼯藤孝広，時⽥万英，新井喜康，丘逸
宏，京⼾玲⼦，佐藤真教，細井賢⼆，幾瀨圭，神保
圭佑，⼤塚宜⼀，清⽔俊明

当科の⼩児IBD患者におけるEBウイルス抗体保有率の検
討.

第47回⽇本⼩児栄養消化器肝臓学会，東京（Web開
催）．2020.10.23-25.

国内学会発表 103 ⾕⼝明徳，草野普平，⽯橋武⼠，⽟⼀博之，栗本朋
⼦，寺尾梨江⼦，⾼⽥オト，藤村純也，清⽔俊明.

発作性寒性ヘモグロビン尿症 (PCH)が疑われた重症溶⾎
性貧⾎の１歳男児例.

第123回⽇本⼩児科学会学術集会，神⼾（Web開
催）．2020.8.21-23.

国内学会発表 104
磯武史，福永英⽣，真⼸怜奈，若⽉寿⼦，松井こと
⼦，古川岳史，⾼橋健，稀代雅彦，神保圭祐，清⽔
俊明.

スピロノラクトン⼤量療法が有⽤と考えられたFontan術後蛋
⽩漏出性胃腸症の1例.

第56回⽇本⼩児循環器学会総会・学術集会，京都（ハ
イブリッド開催）．2020.11.22-24.

国内学会発表 105 丘逸宏，宮嵜治，⽵内⼀朗，清⽔泰岳，伊藤夏希，
宇佐美雅章，佐藤琢郎，清⽔俊明，新井勝⼤.

⼩児IBD患者のMR-enterographyにおける拡散強調画
像とADC mapの臨床的有⽤性の検討.

第16回⽇本消化管学会総会学術集会，姫路．
2020.2.7.

国内学会発表 106 丘逸宏，⽵内⼀朗，清⽔泰岳，伊藤夏希，宇佐美雅
章，佐藤琢郎，清⽔俊明，新井勝⼤．

学童期の⼩児IBD患者におけるカプセル内視鏡の⼩腸通過
時間に影響を与える因⼦の検討.

第13回⽇本カプセル内視鏡学会学術集会，姫路．
2020.2.9.

国内学会発表 107

京⼾玲⼦，⼯藤孝広，柏⽊項介，徳島⾹央⾥，伊藤
夏希，時⽥万英，吉村良⼦，新井喜康，丘逸宏，佐
藤真教，宮⽥恵理，細井賢⼆，神保圭佑，⼤塚宜
⼀，清⽔俊明.

⼩児における⼩腸カプセル内視鏡検査の有⽤性・安全性の
検討.

第123回⽇本⼩児科学会学術集会，神⼾（Web開
催）．2020.8.21-23.



国内学会発表 108
京⼾玲⼦，柏⽊項介，伊藤夏希，徳島⾹央⾥，新井
喜康，佐藤真教，宮⽥恵理，細井賢⼆，幾瀬圭，神
保圭佑，⼯藤孝広，清⽔俊明.

潰瘍性⼤腸炎に対する経会陰超⾳波検査の有効性に関す
る検討.

第47回⽇本⼩児栄養消化器肝臓学会，東京（Web開
催）．2020.10.23-25.

国内学会発表 109 京⼾玲⼦，⽵内⼀朗，清⽔泰岳，秦健⼀郎，中尾佳
奈⼦，鳴海覚志，新井勝⼤.

Dual Oxidase 2遺伝⼦の新規変異が同定された超早期
発症型炎症性腸疾患の⼀例.

第11回⽇本炎症性腸疾患学会学術集会，Web開催．
2020.12.5.

国内学会発表 110 宇佐美雅章，⽵内⼀朗，京⼾玲⼦，平野友梨，伊藤
夏希，佐藤琢郎，清⽔泰岳，新井勝⼤．

「炎症性腸疾患:シームレスなアプローチを⽬指して」-
Special situationにおけるこれからの課題:疾病負荷
(Disease burden)を含めて-　当センターにおける⼩児期
発症クローン病に合併する成⻑障害のリスク因⼦と治療の検
討．

第16回⽇本消化管学会総会学術集会，姫路．
2020.2.7.

国内学会発表 111 宇佐美雅章，⽵内⼀朗，京⼾玲⼦，平野友梨，柏⽊
項介，藤川皓基，清⽔泰岳，新井勝⼤．

国⽴成育医療研究センターにおける超早期発症型炎症性
腸疾患の臨床的検討．

第47回⽇本⼩児栄養消化器肝臓学会，東京（Web開
催）．2020.10.23-25.

国内学会発表 112 ⽵内⼀朗，京⼾玲⼦，清⽔泰岳，宇佐美雅章，藤川
皓基，柏⽊項介，新井勝⼤．

全エクソーム解析では診断に⾄らなかったIL-10シグナル異常
を呈する超早期発症型炎症性腸疾患の⼥児2例．

第47回⽇本⼩児栄養消化器肝臓学会，東京（Web開
催）．2020.10.23-25.

国内学会発表 113
佐藤真教，神保圭佑，⼯藤孝広，伊藤夏希，時⽥万
英，新井喜康，吉村良⼦，京⼾玲⼦，宮⽥恵理，細
井賢⼆，松村成⼀，幾瀬圭，⼤塚宜⼀，清⽔俊明.

当科における⼩児期発症の潰瘍性⼤腸炎 (UC)の病型進
⾏に関する検討.

第16回⽇本消化管学会総会学術集会，姫路．
2020.2.7.

国内学会発表 114 吉⽥登，中澤友幸，新島新⼀，⼤友義之，清⽔俊明. 熱性けいれん既往児の発熱時ジアゼパム予防投与の解析. 第62回⽇本⼩児神経学会学術集会，Web開催．
2020.8.18-20.

国内学会発表 115 秋本智史，⾼橋健，井福真由美，磯武史，細野優，
⽮﨑⾹奈，重光幸栄，福永英⽣，清⽔俊明.

Speckle tracking法によるWPW症候群の⼼室⾮同期と
⼼機能評価の検討. 第26回⼼筋会，東京．2020.2.15.

国内学会発表 116
秋本智史，福永英⽣，井福真友美，磯武史，細野
優，重光幸栄，古川岳史，秋元かつみ，⾼橋健，稀代
雅彦，清⽔俊明.

Speckle tracking法によるWPW症候群の⼼室⾮同期と
⼼機能評価の検討.

第56回⽇本⼩児循環器学会総会・学術集会，京都（ハ
イブリッド開催）．2020.11.22-24.

国内学会発表 117
秋⾕梓，⾼橋健，秋本智史，細野優，井福真由美，
磯武史，⽮﨑⾹奈，神保圭佑，⼯藤孝広，⼤塚宜
⼀，清⽔俊明.

層別ストレイン解析を⽤いた⼩児から若年成⼈までの炎症性
腸疾患患者の左室機能評価.

第56回⽇本⼩児循環器学会総会・学術集会，京都（ハ
イブリッド開催）．2020.11.22-24.



国内学会発表 118

新井喜康，⼯藤孝広，柏⽊項介，徳島⾹央⾥，伊藤
夏希，時⽥万英，吉村良⼦，丘逸宏，京⼾玲⼦，佐
藤真教，宮⽥恵理，細井賢⼆，幾瀨圭，神保圭佑，
⼤塚宜⼀，清⽔俊明.

⼩児潰瘍性⼤腸炎における癌関連分⼦発現についての検
討.

第123回⽇本⼩児科学会学術集会，神⼾（Web開
催）．2020.8.21-23.

国内学会発表 119

新井喜康，⼯藤孝広，堀内朗，⼾⽥⽅紀，永⽥万
純，柏⽊項介，徳島⾹央⾥，伊藤夏希，時⽥万英，
吉村良⼦，丘逸宏，京⼾玲⼦，佐藤真教，宮⽥恵
理，細井賢⼆，幾瀨圭，神保圭佑，梶⼭雅史，⼤塚
宜⼀，清⽔俊明.

当科における短期集中型研修（駒ヶ根プログラム）前後の
内視鏡技術に関する検討.

第99回⽇本消化器内視鏡学会総会（第3回⼩児消化器
内視鏡医育成のための研究会），京都（ハイブリッド開
催）．2020.9.2-3.

国内学会発表 120

新井喜康，⼯藤孝広，⼾⽥⽅紀，柏⽊項介，永⽥万
純，伊藤夏希，徳島⾹央⾥，時⽥万英，丘逸宏，京
⼾玲⼦，佐藤真教，宮⽥恵理，細井賢⼆，幾瀨圭，
神保圭佑，澁⾕智義，永原章仁，清⽔俊明

⼩児期発症の潰瘍性⼤腸炎における癌関連分⼦の粘膜内
発現について.

⽇本消化器病学会関東⽀部第361回例会，東京（ハイ
ブリッド開催）．2020.9.12.

国内学会発表 121
新井喜康，⼯藤孝広，時⽥万英，丘逸宏，京⼾玲
⼦，佐藤真教，宮⽥恵理，細井賢⼆，幾瀨圭，神保
圭佑，⼤塚宜⼀，清⽔俊明.

⼩児期発症の潰瘍性⼤腸炎における粘膜内癌関連分⼦の
発現について.

第47回⽇本⼩児栄養消化器肝臓学会，東京（Web開
催）．2020.10.23-25.

国内学会発表 122 遠⼭雄⼤，久⽥研，笠井悠⾥，中野沙季，五⼗嵐
成，松永典明，⼩松充孝，清⽔俊明.

新⽣児集中治療室（NICU）におけるメチシリン感受性⻩
⾊ブドウ球菌（MSSA）の分⼦疫学解析.

第52回⽇本⼩児感染症学会総会・学術集会，Web開
催．2020.11.7-8.

国内学会発表 123
⼭⽥来夢，萩尾真理，三橋克之，井上眞太郎，中道
伸彰，乃⽊⽥正俊，中村明雄，宮澤陽美，⻄﨑淑
美，岩丸良⼦，井上久美⼦，内藤朋⺒，⼤⼭昇⼀.

乳房腫⼤、不正性器出⾎を主訴に来院したMcCune-
Albright症候群の１例.

第181回⽇本⼩児科学会埼⽟地⽅会，さいたま（Web
開催）．2020.12.6.

国内学会発表 124 ⽶⼭俊之，松原知代，原太⼀，織⽥久之，鈴⽊恭
⼦，新妻隆広，⼤塚宜⼀，⼤⽇⽅薫，清⽔俊明.

難治性気管⽀喘息に対してメポリズマブが奏効した好酸球
性多発⾎管炎性⾁芽腫症の1例.

第123回⽇本⼩児科学会学術集会，神⼾（Web開
催）．2020.8.21-23.

国内学会発表 125
⽶⼭俊之，⼭崎晋，⻑⾕川恵理，⼩嶋まゆき，⼭⽥啓
迪，横倉友諒，本庄明⽇⾹，稲⽑英介，⾺場洋介，
森真理，⼯藤孝広，⼤塚宜⼀，⼤⽇⽅薫，清⽔俊明.

学童期まで遷延する重症鶏卵アレルギーのリスク因⼦の検
討.

第57回⽇本⼩児アレルギー学会学術⼤会，横浜（Web
開催）．2020.10.31-11.1.

国内学会発表 126
⽶⼭俊之，森⽥翼，滝⼝真未，森下俊真，海⽼原慎
介，織⽥久之，⽊下恵司，志村直⼈，⼤⽇⽅薫，清
⽔俊明，松原知代.

リウマチ熱と溶連菌感染後反応性関節炎の鑑別を要した4
例.

第52回⽇本⼩児感染症学会総会・学術集会，Web開
催．2020.11.7-8.



国内学会発表 127
Kojima M, Inage E, Yamada H, Yoneyama T,
Yamazaki S,  Baba Y, Yokokura T, Kudo T,
Ohtsuka Y, Shimizu T.

Changes in acute phase inhalation therapy at
pediatric facilities in eastern Japan during the
COVID-19 epidemic.

第57回⽇本⼩児アレルギー学会学術⼤会，横浜（Web
開催）．2020.10.31-11.1.

国内学会発表 128
時⽥万英，⼯藤孝広，伊藤夏希，新井喜康，京⼾玲
⼦，佐藤真教，宮⽥恵理，細井賢⼆，幾瀨圭，神保
圭佑，⼤塚宜⼀，清⽔俊明.

当科で採取した便中カルプロテクチン125症例1613検体の
検討.

第123回⽇本⼩児科学会学術集会，神⼾（Web開
催）．2020.8.21-23.

国内学会発表 129
時⽥万英，⼯藤孝広，伊藤夏希，新井喜康，京⼾玲
⼦，佐藤真教，宮⽥恵理，細井賢⼆，幾瀨圭，神保
圭佑，⼤塚宜⼀，清⽔俊明.

当科で採取した便中カルプロテクチン129症例1677検体の
検討.

第47回⽇本⼩児栄養消化器肝臓学会，東京（Web開
催）．2020.10.23-25.

国内学会発表 130 平井沙依⼦，鈴⽊光幸，箕輪圭，中野聡，武藤⼤
和，櫻井由美⼦，虻川⼤樹，清⽔俊明.

⼩児期に発症した遺伝性膵炎患者の⽣活および医療に関
する実態調査.

第47回⽇本⼩児栄養消化器肝臓学会，東京（Web開
催）．2020.10.23-25.

国内学会発表 131 宮野洋希，⻄野智彦，仲川真由，藤永周⼀郎. 難治性の単⼀症候性夜尿症に対する新規β3作動薬、ビベ
グロン追加治療の検討. 第31回⽇本夜尿症学会学術集会．⼤宮．2020.10.3.

国内学会発表 132 遠藤翔太，宮野洋希，梅⽥千⾥，⻄野智彦，渡邊佳
孝，仲川真由，藤永周⼀郎.

リツキシマブ投与後の同⼀枯渇期間中に遅発性好中球減
少症を２回発症した難治性ネフローゼ症候群の男児例.

第11回御茶ノ⽔⼩児腎カンファレンス，東京．
2020.2.14.

国内学会発表 133 宮林和紀，⾺場洋介，⻑⾕川恵理，横倉友諒，稲⽑
英介，⼤塚宜⼀，寒⽵正⼈，清⽔俊明.

⼩児アレルギー性⿐炎に対する⾆下免疫療法の検討-特異
的抗体と好塩基球活性化の推移-.

第123回⽇本⼩児科学会学術集会，神⼾（Web開
催）．2020.8.21-23.

国内学会発表 134
Miyabayashi K, Baba Y, Ishida S, Yoneyama T,
Yamazaki S, Inage E, Kudo T, Ohtsuka Y,
Shimizu T.

Non-randomised controlled trial of systemic
steroids for acute bronchial asthma attack in
children.

第57回⽇本⼩児アレルギー学会学術⼤会，横浜（Web
開催）．2020.10.31-11.1.

国内学会発表 135 粟⽥健太郎，東海林宏道，池⽥奈帆，菅沼広樹，清
⽔俊明. ⽣後1か⽉児の尿中、⺟乳中レジスチンに関する検討. 第17回⽇本⼩児栄養研究会，東京（Web開催）．

2020.6.17

国内学会発表 136 粟⽥健太郎, 東海林宏道, 池⽥奈帆, ⼤川夏紀, 寒⽵正
⼈, 清⽔俊明. ⽣後1ヵ⽉児における尿中レジスチン排泄に関する検討. 第123回⽇本⼩児科学会学術集会，神⼾（Web開

催）．2020.8.21-23.

国内学会発表 137 笠井悠⾥葉、⼩松充孝、遠⼭雄⼤、中野沙季、五⼗嵐
成、松永展明、久⽥研、新妻隆広、⼤⽇⽅薫、清⽔俊明

Campylobacter腸炎の抗菌薬投与は再考の余地が⼤き
い.

第16回⽇本⼩児消化管感染症研究会，東京．
2020.2.1.



国内学会発表 138
笠井悠⾥葉，⼩松充孝，遠⼭雄⼤，中野沙季，五⼗
嵐成，松永展明，久⽥研，新妻隆広，⼤⽇⽅薫，清
⽔俊明.

当科外来における5年間のホスホマイシン投与例の検討. 第16回⽇本⼩児消化管感染症研究会，東京．
2020.2.1.

国内学会発表 139
笠井悠⾥葉，久⽥研，遠⼭雄⼤，中野沙季，五⼗嵐
成，⼤川夏紀，⻄﨑直⼈，⼩松充孝，寒⽵正⼈，⼤
⽇⽅薫，清⽔俊明.

関連3施設における極低出⽣体重児の遅発型敗⾎症の傾
向.

第52回⽇本⼩児感染症学会総会・学術集会，Web開
催．2020.11.7-8.

国内学会発表 140 草野晋平，藤村純也，藤原恵，⾕⼝明徳，⽯橋武
⼠，富⽥理，鈴⽊まりお，近藤聡英.

Embryonal tumor with multilayered
rosettes(ETMR)2例の治療経験.

第18回関東⼩児脳腫瘍カンファレンス，Web開催．
2020.10.18.

国内学会発表 141 草野普平，藤村純也，藤原恵，⾕⼝明徳，⽯橋武
⼠，富⽥理，⽟⼀博之，近藤聡英，清⽔俊明.

⼤量化学療法を⾏ったembryonal tumor with
multilayered resettesの2例.

第62回⽇本⼩児⾎液・がん学会学術集会，Web開催．
2020.11.20-22.

国内学会発表 142
Kusano　S, Fujimura J, Fujiwara M, Yaguchi A,
Ishibashi T, Tomita O, Tamaichi H, Kondo A,
Shimizu T.

Use of high-dose chemotherapy for two children
with embryonal tumor with multilayered
rosettes (ETMR).

第62回⽇本⼩児⾎液・がん学会学術集会，Web開催．
2020.11.20-22.

国内学会発表 143 松⽥明奈，⽔⾕亮，原太⼀，⻄﨑直⼈，⼤⽇⽅薫，
清⽔俊明.

尿閉による腎後性腎不全を契機に神経因性膀胱と診断さ
れた線維筋性異形成の⼥児例.

第123回⽇本⼩児科学会学術集会，神⼾（Web開
催）．2020.8.21-23.

国内学会発表 144
真⼸怜奈，磯武史，若⽉寿⼦，松井こと⼦，神保圭
佑，古川岳史，福永英⽣，⼯藤孝広，⾼橋健，稀代
雅彦，清⽔俊明.

漢⽅薬治療により肺⾼⾎圧を呈した潰瘍性⼤腸炎の1例. 第661回⽇本⼩児科学会東京都地⽅会講話会，東京．
2020.2.8.

国内学会発表 145
真⼸怜奈，福永英⽣，磯武史，若⽉寿⼦，松井こと
⼦，池野充，古川岳史，⾼橋健，稀代雅彦，清⽔俊
明.

新⽣児⼼横紋筋腫に対するEverolimsの投与⽅法の検
討.

第56回⽇本⼩児循環器学会総会・学術集会，京都（ハ
イブリッド開催）．2020.11.22-24.

国内学会発表 146 荒井美輝，室⽥直紀，瀧栄志郎，草場⾹菜⼦，坂⼝
慶太，齋藤俊. 背部痛を主訴に来院した10歳⼥児の1例 . 第165回東部地域病院症例検討会，東京．

2020.1.20.

国内学会発表 147 荒井美輝，⼤川夏紀. 早産児の周産期予後. 第43回東部周産期研究会，Web開催．2020.11.26.



国内学会発表 148 ⽯⽥翔⼆，⾺場洋介，宮林和紀，横倉友諒，稲⽑英
介，⼤塚宜⼀，寒⽵正⼈，清⽔俊明.

加熱卵⻩による⾷物蛋⽩誘発性胃腸症の症状経過と好塩
基球活性化の検討.

第123回⽇本⼩児科学会学術集会，神⼾（Web開
催）．2020.8.21-23.

国内学会発表 149 ⽯⽥翔⼆，江原尚弘，宮林和紀，横倉友諒，⾺場洋
介.

加熱卵⻩による⾷物蛋⽩誘発胃腸炎の症状経過と好塩基
球活性化の検討 .

第76回静岡⼩児アレルギー研究会，静岡．
2020.11.14.

国内学会発表 150
伊藤夏希，⼯藤孝広，時⽥万英，新井喜康，京⼾玲
⼦，佐藤真教，宮⽥恵理，細井賢⼆，幾瀨圭， 神保
圭佑，清⽔俊明，江⼝英孝，岡﨑康司.

低⾝⻑を合併したXIAP⽋損症の兄弟例. 第47回⽇本⼩児栄養消化器肝臓学会，東京（Web開
催）．2020.10.23-25.

国内学会発表 151

伊藤夏希，神保圭佑，遠藤佳⼦，⼾⽥⽅紀，柏⽊項
介，永⽥万純，丸⼭紀三⼦， 徳島⾹央⾥，時⽥万
英，新井喜康，丘逸宏，佐藤真教，京⼾玲⼦，宮⽥
恵理，細井賢⼆，幾瀨圭，⼯藤孝広，⼤塚宜⼀，清
⽔俊明，江⼝英孝，岡﨑康司.

当科におけるmonogenic IBD症例の経過について. 第11回⽇本炎症性腸疾患学会学術集会，Web開催．
2020.12.5.

国内学会発表 152 藤村友美，⽵内⼀朗，伊藤夏希，宇佐美雅章，佐藤
琢郎，清⽔泰岳，窪⽥満，⽯⿊精，新井勝⼤．

モビコール®配合内⽤液が⼩児慢性便秘症患者と養育者
にもたらすＱＯＬの変化．

第123回⽇本⼩児科学会学術集会，神⼾（Web開
催）．2020.8.21-23.

国内学会発表 153
佐藤恵也，⽇根幸太郎，豊⽥理奈，緒⽅公平，森⾕
菜央，⽥中章太，⽯嶺⾥枝，⽔書教雄，荒井博⼦，
与⽥仁志.

異所性であったため診断に難渋した胎児腎病変の2例. 第56回⽇本⼩児放射線学会学術集会，Web開催．
2020.8.28-9.11.

国内学会発表 154
佐藤恵也，古川岳史，真⼸怜奈，磯武史，若⽉寿
⼦，松井こと⼦，原⽥真菜，福永英⽣，⾼橋健，稀代
雅彦，清⽔俊明.

Amplatzer vascular plugによる治療後に再治療を要し
た肺動静脈瘻の1例.

第56回⽇本⼩児循環器学会総会・学術集会，京都（ハ
イブリッド開催）．2020.11.22-24.

国内学会発表 155
徳島⾹央⾥，永⽥万純，伊藤夏希，新井喜康，京⼾
玲⼦，宮⽥恵理，細井賢⼆，幾瀬圭，神保圭佑，福
永英⽣，⼯藤孝広，清⽔俊明.

スピロノラクトン⼤量療法とオクトレオチドの併⽤が有⽤であっ
たFontan術後蛋⽩漏出性胃腸症の1例.

第47回⽇本⼩児栄養消化器肝臓学会，東京（Web開
催）．2020.10.23-25.

国内学会発表 156
⻄⼭樹，丘逸宏，武⽥翔，丸⼭和隆，⼤⽯賢司，秋
⾕梓，佐藤真教，吉⽥登，辻脇篤志，櫻⾕浩志，鈴
⽊恭⼦，⼤友義之.

体重増加不良を契機に発⾒された常染⾊体優性遠位尿細
管性アシドーシス（dRTA）の⼀例.

第660回⽇本⼩児科学会東京都地⽅会講話会，東京．
2020.1.11.



国内学会発表 157 ⼩川悠，⽶⼭俊之，⽯川有希美，嶋泰樹，織⽥久
之，新妻隆広，⼤⽇⽅薫. 顎癒合症を伴う多発⾻奇形の⼀⼥児例. 第56回⽇本⼩児放射線学会学術集会，Web開催．

2020.8.28-9.11.

国内学会発表 158 柏⽊項介，藤川皓基，宇佐美雅章，⽵内⼀朗，清⽔
泰岳，新井勝⼤.

慢性⾁芽腫症関連消化管病変の内視鏡検査所⾒の検
討.

第47回⽇本⼩児栄養消化器肝臓学会，東京（Web開
催）．2020.10.23-25.

国内学会発表 159 宇佐美雅章，⽵内⼀朗，柏⽊項介，佐藤琢郎，清⽔
泰岳，新井勝⼤． 当院における消化管内視鏡的⽌⾎術の現状． 第3回⼩児消化器内視鏡医育成のための研究会，誌⾯発

表．2020.5.24.

国内学会発表 160
宇佐美雅章，清⽔泰岳，柏⽊項介，佐藤琢郎，⽵内
⼀朗，新井勝⼤，内⽥孟，⼩林めぐみ，武⽥昌宏，清
⽔誠⼀，栁佑典，福⽥晃也，坂本靖介，笠原群⽣．

肝・⼩腸移植を検討している進⾏性家族性肝内胆汁うっ滞
症1型（PFIC1）の1例．

第32回⽇本腸管リハビリテーション・⼩腸移植研究会，⼤
阪．2020.8.8.

国内学会発表 161
齋藤雪⾹，⼤川夏紀，宮崎萌⾹，粟⽥健太郎，加護
祐久，宮林和紀，東海林宏道，⽥久保憲⾏ 、寒⽵正
⼈，清⽔俊明.

⽇齢0より酵素補充療法を開始出来た周産期重症型低ホ
スファターゼ⾎症の1例.

第123回⽇本⼩児科学会学術集会，神⼾（Web開
催）．2020.8.21-23.

国内学会発表 162

関⼝早紀，丘逸宏，室⽥直紀，⾚塚祐介，⻄⼭樹，
佐藤真教，吉⽥登，辻脇篤志，櫻⾕浩志，幾瀨圭，
春名英典，⽥久保憲⾏，⼤友義之，新島新⼀，新井
⽥要，清⽔俊明.

低⾝⻑を主訴に受診し新規ミスセンス変異を有する低ホス
ファターゼ症と診断された1例.

第123回⽇本⼩児科学会学術集会，神⼾（Web開
催）．2020.8.21-23.

国内学会発表 163 関⼝早紀，丘逸宏，坂本優⼦. 新規ミスセンス変異を有する低ホスファターゼ症と診断された
⼀例.

第31回⽇本⼩児整形外科学会学術集会，Web開催．
2020.12.3-5.

国内学会発表 164 滝⼝真未，⽯⽥翔⼆，中道伸彰，宮⼭千春，岩崎卓
朗，海⽼原慎介，菅沼広樹，⽊下恵司.

ヒトパレコウイルス3型(HPeV3)が検出された新⽣児・乳児
敗⾎症の2例.

第16回⽇本⼩児消化管感染症研究会，東京．
2020.2.1.

国内学会発表 165 滝⼝真未，德島⾹央⾥，中道伸彰，宮⼭千春，岩崎
卓朗，海⽼原慎介，菅沼広樹，⽊下 恵司.

環軸椎回旋位固定を発症した⽣物学的製剤使⽤後川崎
病の1例. 第5回彩の国川崎病セミナー，川越．2020.2.13.

国内学会発表 166
滝⼝真未，三森 愛美，深江俊愛，⽯川有希美，⼋⽊
澤裕美，庄野哲夫，春名英典，岩橋めぐみ，鳴海覚
志，⽥久保憲⾏，清⽔俊明.

便秘の精査を契機に診断に⾄ったIGSF1 異常症の1男児
例.

第93回⽇本内分泌学会学術総会，Web開催．
2020.7.20-8.31.



国内学会発表 167 富⽥晃史，乃⽊⽥正俊，⻄﨑淑美，萩尾真理，井上
久美⼦，内藤朋⺒，⼤⼭昇⼀. 無呼吸発作を契機に診断した左脛⾻⾻髄炎の１例. 第179回⽇本⼩児科学会埼⽟地⽅会，さいたま．

2020.2.9.

国内学会発表 168 滝⼝真未，永⼭雄貴，⻄⽥江璃⼦，徳島⾹央⾥，岩
崎卓朗，海⽼原慎介，松原知代，⽊下恵司. リウマチ熱と診断した1例. 第181回⽇本⼩児科学会埼⽟地⽅会，さいたま（Web

開催）．2020.12.6.

国内学会発表 169 乃⽊⽥正俊，宮澤陽美，⻄﨑淑美，萩尾真理，井上
久美⼦，内藤朋⺒，⼤⼭昇⼀. インフルエンザによる鋳型気管⽀炎の３例. 第180回⽇本⼩児科学会埼⽟地⽅会，さいたま（Web

開催）．2020.9.13.

国内学会発表 170
岡本航，加藤有紀，⽩⽊諒，乃⽊⽥正俊，中道伸
彰，中村明雄，宮澤陽美，⻄﨑淑美，岩丸良⼦，萩
尾真理，井上久美⼦，内藤朋⺒，⼤⼭昇⼀.

⼩児特発性ネフローゼ症候群の治療中にステロイド緑内障を
きたした１例.

第63回川⼝医師会⼩児科部会症例検討会，川⼝．
2020.11.25.

国内学会発表 171
加藤芽美，稲⽑英介，神保圭佑，森真理，⼯藤孝
広，⼩嶋まゆき，⼭⽥啓迪，⾺場洋介，横倉友諒，⽶
⼭俊之，⼭﨑晋，本庄明⽇⾹，⼤塚宜⼀，清⽔俊明.

肝機能障害から結節性再⽣性過形成が疑われたX連鎖無
ガンマグロブリン⾎症の成⼈例.

第69回⽇本アレルギー学会学術⼤会，京都（Web開
催）．2020.9.17-20.

国内学会発表 172 神⼭恵⾥佳，笠井悠⾥葉，齋藤暢知，幾瀨圭，岩崎
友弘，池野充，久⽥研，清⽔俊明.

Streptococcus gallolyticus  subsp. pasteurianus に
よる細菌性髄膜炎を発症した新⽣児の1例.

第661回⽇本⼩児科学会東京都地⽅会講話会，東京．
2020.2.8.

国内学会発表 173
神⼭恵⾥佳，草野普平，藤原恵，⾕⼝明徳，⽯橋武
⼠， 富⽥理，藤村純也，鈴⽊恭⼦，古賀寛之，清⽔
俊明.

巨⼤肝腫瘤性病変として発⾒された肝細胞腺腫の8歳⼥児
例.

第62回⽇本⼩児⾎液・がん学会学術集会，Web開催．
2020.11.20-22.

国内学会発表 174
武⽥翔，稲⽑英介，加藤芽美，神保圭佑，細井賢
⼆，⼯藤孝広，⼩嶋まゆき，⼭⽥啓迪，⼭崎晋，春名
英典，⼤塚宜⼀，清⽔俊明.

肝機能障害から結節性再⽣性過形成が疑われたX連鎖無
ガンマグロブリン⾎症の35歳男性例.

第57回⽇本⼩児アレルギー学会学術⼤会，横浜（Web
開催）．2020.10.31-11.1.

国内学会発表 175
⼾⽥⽅紀，三森愛美，細井賢⼆，稲⽑英介，箕輪
圭，神保圭佑，遠藤周，安部信平，春名英典，久⽥
研，⼯藤孝広，清⽔俊明.

著明な腹部膨満を認め、外科疾患との鑑別を要したパレコウ
イルス感染症の乳児例.

第16回⽇本⼩児消化管感染症研究会，東京．
2020.2.1.



国内学会発表 176 永⼭雄貴，嶋泰樹，⼩川悠，⽶⼭俊之，⽯川有希
美，織⽥久之，新妻隆広，⼤⽇⽅薫. ⽚側胸⽔を認めた胸膜炎の⼀例. 第215回⽇本⼩児科学会千葉地⽅会，千葉．

2020.2.16.

国内学会発表 177
⻄村拓朗，⽶⼭俊之，阿部華⼦，上野梨⼦，松⽥明
奈，渡邊晶⼦，⽔⾕亮，⻄﨑直⼈，新妻隆広，⼤⽇
⽅薫.

静脈栄養関連胆汁うっ滞に対してω3系脂肪酸製剤を使⽤
した特発性胃破裂の超低出⽣体重児の⼀例.

第215回⽇本⼩児科学会千葉地⽅会， 千葉．
2020.2.16.

国内学会発表 178 丸⼭和隆，藤村純也，草野普平，藤原恵，⾕⼝明
徳，⽯橋武⼠，富⽥理，⽟⼀博之，清⽔俊明. 乳房原発B細胞性リンパ芽球性リンパ腫の14歳⼥児例. 第62回⽇本⼩児⾎液・がん学会学術集会，Web開催．

2020.11.20-22.

国内学会発表 179
遠藤佳⼦，清⽔俊明，⼯藤孝広，神保圭佑、幾瀬圭，
細井賢⼆，京⼾玲⼦，新井喜康，時⽥万英，伊藤夏
希.

腹部超⾳波検査と⼩腸ダブルバルーン内視鏡により診断に
⾄った内翻Meckel憩室の1例.

第47回⽇本⼩児栄養消化器肝臓学会，東京（Web開
催）．2020.10.23-25.

国内学会発表 180
齋藤寛貴，村野弥⽣，近藤千尋，⽥原真琴，⼿島名
帆⼦，⽯川恵美，神保圭佑，中澤友幸，望⽉幹彦，
清⽔俊明.

菊池病のリンパ節所⾒の検討. 第93回⽇本超⾳波医学会学術集会，Web開催．
2020.12.1-3.

国内学会発表 181
佐藤望，櫻⾕浩志，⼾⽥⽅紀，神⼭恵⾥佳，⼤⽯賢
司，⻄⼭樹，新井喜康，遠⼭雄⼤，丘宏逸，吉⽥
登，辻脇篤志，鈴⽊恭⼦，篠原⽰和，⼤友義之.

胸⽔による呼吸困難感が初発症状であった胸⽔による呼吸
困難が初発症状であった腎外症候性⽷球体腎炎の１例.

第667回⽇本⼩児科学会東京都地⽅会講話会，Web
開催．2020.10.17.

国内学会発表 182 佐藤望，櫻⾕浩志，遠⼭雄⼤，辻脇篤志，五⼗嵐
成，鈴⽊恭⼦，⼤友義之. 川崎病に尿路感染を合併した5例の検討. 第52回⽇本⼩児感染症学会総会・学術集会，Web開

催．2020.11.7-8.

国内学会発表 183 佐藤望，櫻⾕浩志，遠⼭雄⼤，辻脇篤志，五⼗嵐
成，鈴⽊恭⼦，⼤友義之. 川崎病に尿路感染を合併した5例の検討. 第123回⽇本⼩児科学会学術集会，神⼾（Web開

催）．2020.8.21-23.

国内学会発表 184
荘光優⾥，古川岳史，加護祐久，磯 武史，⽥中登，
原⽥真菜，松井こと⼦，福永英⽣，⾼橋健，稀代雅
彦，清⽔俊明.

Fallot四徴症に化膿性関節炎・⾻髄炎を発症した新⽣児
例.

第668回⽇本⼩児科学会東京都地⽅会講話会，Web
開催．2020.12.12.



国内学会発表 185
⾕本亮輔，幾瀨圭，池野充，伊藤夏希，笠井悠⾥
葉，⼭⽥啓迪，齋藤暢知，岩崎友弘，久⽥研，清⽔
俊明.

左下肢の低形成を呈した脊髄分離奇形の1例. 第668回⽇本⼩児科学会東京都地⽅会講話会，Web
開催．2020.12.12.

国内学会発表 186
⽇⽐⽣武蔵，丘逸宏，武⽥翔，丸⼭和隆，⼤⽯賢
司，⻄⼭樹，佐藤真教，吉⽥登，辻脇篤志，櫻⾕浩
志，鈴⽊恭⼦，⼤友義之，清⽔俊明.

⼤学附属病院における過去10年間の異物誤飲の検討. 第123回⽇本⼩児科学会学術集会，神⼾（Web開
催）．2020.8.21-23.

国内学会発表 187

藤井明⽇⾹，遠⼭雄⼤，佐藤望，⽇⽐⽣武蔵，神⼭
恵⾥佳，松⽥慎平，⼤⽯賢司、新井喜康，吉⽥登，辻
脇篤志，五⼗嵐成，櫻⾕浩志，村野弥⽣，稲⽑英
介，鈴⽊恭⼦，⼤友義之，清⽔俊明.

感染性頭⾎腫に対し抗菌薬治療及び外科的処置を実施し
た1例.

第52回⽇本⼩児感染症学会総会・学術集会，Web開
催．2020.11.7-8.

国内学会発表 188 松⽥慎平，池野充，安部信平，下地⼀彰，清⽔俊明. 第三脳室底開窓術を施⾏した⽔頭症患者の⻑期成績. 第62回⽇本⼩児神経学会学術集会，Web開催．
2020.8.18-20.

国内学会発表 189 ⽮賀部彩⾳，鈴⽊恭⼦，織⽥久之，新妻隆広，⼤⽇
⽅薫，清⽔俊明.

インヒビター⾮保有の⼩児重症⾎友病A患者にエミシズマブを
開始した3例.

第123回⽇本⼩児科学会学術集会，神⼾（Web開
催）．2020.8.21-23.

国内学会発表 190 ⽮賀部彩⾳，鈴⽊恭⼦，織⽥久之，新妻隆広，⼤⽇
⽅薫，清⽔俊明.

インヒビター⾮保有の⼩児重症⾎友病A患者にエミシズマブを
開始した4例.

第62回⽇本⼩児⾎液・がん学会学術集会，Web開催．
2020.11.20-22.

国内学会発表 191 サントサ・イレナ，東海林宏道，⼤川夏紀，菅沼広樹，北
村知宏，清⽔俊明. 乳児期早期の尿中および⺟乳中レジスチンに関する検討. 第47回⽇本⼩児栄養消化器肝臓学会，東京（Web開

催）．2020.10.23-25.

国内学会発表 192 ⽵内⼀朗． Monogenic IBDを疑うとき. 第47回⽇本⼩児栄養消化器肝臓学会，東京（Live配
信）．2020.10.24

国内学会発表 193 ⽵内⼀朗，清⽔泰岳，京⼾玲⼦，佐藤琢郎，宇佐美
雅章，伊藤夏希，平野友梨，新井勝⼤．

⼩児期発症クローン病患者に対するウステキヌマブの使⽤経
験． 第20回⽇本⼩児IBD研究会，東京．2020.2.2.



国内学会発表 194

加藤元博，⼤隅朋⽣，富澤⼤輔，内⼭徹，佐古まゆ
み，井上永介，瀧本哲也，⽯川尊⼠，河合利尚，⽵内
⼀朗，⼭⽥全毅，出⼝隆⽣，今井耕輔，湯坐有希，
新井勝⼤，今留謙⼀，⾦兼弘和，⼩野寺雅史，松本
公⼀．

⾮悪性疾患を対象とした移植後シクロホスファミドと抗胸腺グ
ロブリンを併⽤したGVHD予防法によるHLA不⼀致⾎縁者
間造⾎幹細胞移植の多施設共同前⽅視的臨床試験︓
Haplo－NM．

第3回⽇本免疫不全・⾃⼰炎症学会総会・学術集会，東
京．2020.2.15.

国内学会発表 195

⼩⻄健⼀郎，⽔落建輝，柳忠宏，渡邊順⼦，⼤久保
⼀宏，⼤賀正⼀，丸⼭秀彦，⽵内⼀朗，関根裕司，
増⽥敬，菊池信⾏，四本由郁，⼤塚泰史，⽥中秀
典，位⽥忍，⼭下裕史朗．

本邦における先天性クロール下痢症の遺伝⼦像　全国多施
設研究．

第123回⽇本⼩児科学会学術集会，神⼾（Web開
催）．2020.8.21-23.

区分 番号 講演者名 講演タイトル 学会名, 場所, 発表年⽉⽇等 国際共同

特別講演・
招待講演 1 Arai K. Endoscopy in PIBD. APPSPGHAN PIBD Masterclass, Web開催，

2020.11.6.

特別講演・
招待講演 2 Arai K. Personalized Treatment in Pediatric IBD. AOCC 2020, Web開催，2020.12.17.

特別講演・
招待講演 3 清⽔俊明. 新しい授乳・離乳の⽀援ガイド－改定のポイント－. 第14回⼦どもの⾷育を考えるフォーラム，東京．

2020.1.25.

特別講演・
招待講演 4 清⽔俊明. ⼩児・思春期発症IBDの診断と治療. IBD移⾏期医療を考える，Web開催．2020.11.17.

特別講演・
招待講演 5 ⼤⼭昇⼀. ⼩児在宅医療における診療報酬.

令和元年度厚⽣労働省委託事業 在宅医療関連講師⼈
材育成事業 ⼩児を対象とした在宅医療分野 ⼩児在宅医
療に関する⼈材養成講習会，東京．2020.1.19.

特別講演・
招待講演 6 ⼤⼭昇⼀. ⼩児在宅医療における診療報酬請求. 第5回成⼈在宅医、訪問看護師、訪問薬剤師向け⼩児在

宅医療⽀援講習会，川越．2020.2.11.

特別講演・
招待講演 7 ⼤⼭昇⼀. ⼩児在宅医療における診療報酬請求. 2019年度⼩児在宅医療実技講習会，⼤宮．

2020.3.22.

特別講演・
招待講演 8 ⼤⼭昇⼀. あなたの処⽅内容は保険適応ですか︖. 第31回静岡⼩児臨床研究ネットワーク勉強会，静岡．

2020.7.18.



特別講演・
招待講演 9 ⼤⼭昇⼀，千葉礼⼦. 患者受け⼊れのための感染管理 ⼩規模施設での院内感染

対策.
埼⽟県看護協会新型コロナウイルス感染症対策セミナー，
⻄⼤宮．2020.8.4.

特別講演・
招待講演 10 ⼤⼭昇⼀. 医療費の仕組みと診療報酬、解説します. 第123回⽇本⼩児科学会学術集会，神⼾，Live配信．

2020.8.22.

特別講演・
招待講演 11 ⼤⼭昇⼀. 埼⽟県の⼩児の新型コロナウイルス感染症への対応. 埼⽟県⼩児在宅医療⽀援研究会，Web開催．

2020.9.11.

特別講演・
招待講演 12 ⼤⼭昇⼀. 「成育基本法その先へ〜地域総合⼩児医療を考える〜」⼩

児保健医療体制2.0.
⽇本⼩児科医会地域総合⼩児医療検討委員会企画シン
ポジウム，Live配信．2020.10.4.

特別講演・
招待講演 13 ⼤塚宜⼀. ⾷物アレルギーの発症機序と経⼝免疫療法. 第45回順天堂⼤学都⺠公開講座　アトピー性⽪膚炎︓最

新の知⾒と治療法，東京．2020.2.15.

特別講演・
招待講演 14 ⼤塚宜⼀. 託児所におけるアレルギー対処法. ⾜⽴区アレルギー研修会，東京．2020.10.22.

特別講演・
招待講演 15 中澤友幸，武藤⼤和，⽮澤⾥絵⼦，⼋⽊澤裕美，加

藤幸恵，村野弥⽣，宮崎菜穂．
慢性便秘症に対するポリエチレングリコール製剤の使⽤経
験．

重症⼼⾝障害児診療Update in池袋，東京．
2020.2.6.

特別講演・
招待講演 16 有井直⼈. 重症⼼⾝障害児者の医療と⽀援について. 在宅重症⼼⾝障害児者対応多職種連携研修会，伊

東．2020.2.8.

特別講演・
招待講演 17 有井直⼈. 様々な疾患とてんかんの鑑別. 静岡東部 Epilepsy Education Seminar online，

Web開催．2020.11.10.

特別講演・
招待講演 18 新井勝⼤. IBD領域での診断と治療の向上診断と治療の向上． 第22回炎症性腸疾患検討会，東京．2020.1.8.

特別講演・
招待講演 19 新井勝⼤． Biologic for Pediatric IBD in 2020． 第15回⽇本⼩児栄養消化器肝臓学会卒後教育セミ

ナー，福岡．2020.1.25.



特別講演・
招待講演 20 新井勝⼤. ⼩児消化器医からみた炎症性腸疾患〜早期診断と治療の

適正化を⽬指して〜．
第3回⽇本免疫不全・⾃⼰炎症学会総会・学術集会，東
京．2020.2.16.

特別講演・
招待講演 21 新井勝⼤． globalに学ぶ－⼩児IBDの診療と研究． ⽇本⼩児栄養消化器肝臓学会　第16回卒後教育セミ

ナー，東京．2020.10.23.

特別講演・
招待講演 22 新井勝⼤. ⼩児における低亜鉛⾎症の病態と治療． 低亜鉛⾎症オンライン講演会，Web開催．2020.11.12.

特別講演・
招待講演 23 新井勝⼤.

【⼩児潰瘍性⼤腸炎における便中カルプロテクチンの役割】
便中カルプロテクチン　潰瘍性⼤腸炎診療を⽀えるバイオマー
カー．

第47回⽇本⼩児栄養消化器肝臓学会，東京（Live配
信）．2020.10.24.

特別講演・
招待講演 24 新井勝⼤. ⼦どもの⾎便の診かたー裂肛から炎症性腸疾患までー． 広島⼩児消化器疾患セミナー，Web開催．2020.12.1.

特別講演・
招待講演 25 新井勝⼤． 「他⼈事ではないSpecial situation」⼩児． 2020年度⽇本炎症性腸疾患学会　教育セミナー，Web

conference．2020.12.7.

特別講演・
招待講演 26 ⾼橋健. ⾎流解析 左室内圧較差. エコーウインターセミナー，Web開催．2020.2.8.

特別講演・
招待講演 27 ⾼橋健. ⼼房中隔⽋損症. ⼼エコー図学会周期講習会，Web開催．2020.10.25.

特別講演・
招待講演 28 ⽥久保憲⾏. 肥満・メタボの外来指導⼩児肥満に伴う健康障害と⻑期予

後.
2020年⽇本⼩児内分泌学会特別学術集会，Web開
催．2020.10.1-31.

特別講演・
招待講演 29 ⽥中恭⼦. 将来について考えよう. ⼩児慢性特定疾病⾃⽴⽀援フォーラム，海⽼名．

2020.2.11.

特別講演・
招待講演 30 ⽥中恭⼦. A世代の意思決定⽀援を考える. 第10回⽇本がん・⽣殖医療学会学術集会，⼤宮．

2020.2.15.

特別講演・
招待講演 31 ⽥中恭⼦. ⼦どものこころとAI. 第123回⽇本⼩児科学会学術集会，神⼾，Live配信．

2020.8.21.



特別講演・
招待講演 32 ⽥中恭⼦. ⼦どもの権利と療養. 第123回⽇本⼩児科学会学術集会，神⼾，Live配信．

2020.8.22.

特別講演・
招待講演 33 ⽥中恭⼦. 乳児健診. ⽇本⼩児保健協会第5回多職種のための乳児健診講習

会，Web開催．2020.9.6.

特別講演・
招待講演 34 ⽥中恭⼦. ⼦どものこころと療養. マックハウス講演会，Web開催．2020.9.18.

特別講演・
招待講演 35 ⽥中恭⼦. 新型コロナウィルスと⼦どものメンタルヘルス. 世⽥⾕区教育委員会研修，東京．2020.9.25.

特別講演・
招待講演 36 ⽥中恭⼦. ⼩児がんと⼦どもの⼼理発達. ⼩児がん拠点病院相談員研修，Web開催．

2020.9.26.

特別講演・
招待講演 37 ⽥中恭⼦. 発達障害の早期発⾒とその⽀援.

第1 回発達障害者⽀援研修　国⽴研究開発法⼈ 国⽴精
神・神経医療研究センター 精神保健研究所 知的･発達障
害研究部，東京．2020.11.11.

特別講演・
招待講演 38 ⽥中恭⼦. ⼦どもの⾼次脳機能障害のアセスメントとその⽀援. 第18回⽇本⼩児がん看護学会学術集会，Web開催．

2020.11.21.

特別講演・
招待講演 39 ⽥中恭⼦. ⼦どもの⾃律⽀援 ヘルスリテラシーの獲得. ⼩児がん拠点病院事業　相談員継続研修，Web開催．

2020.11.28.

特別講演・
招待講演 40 ⽥中恭⼦. with コロナにおける⼦どもの⼼のケア. 第 115 回 東京⼩児科医会 学術講演会，Web開催．

2020.11.29.

特別講演・
招待講演 41 ⽥中恭⼦. 体験をばねに 新型コロナウィルスと⼦どものメンタルヘルス. 鎌倉市思春期保健研修，Web開催．2020.12.4.

特別講演・
招待講演 42 ⽥中恭⼦. 体験をばねに 新型コロナウィルスと⼦どものメンタルヘルス. 静岡県医師会学校保健研修，Web開催．

2020.12.12.

特別講演・
招待講演 43 ⽥中恭⼦. with コロナと⼦どものこころ. 東京都⼩児慢性特定疾病⾃動等⾃⽴⽀援事業，Web

開催．2020.12.26.



特別講演・
招待講演 44 新妻隆広. ⼩児⽬線の新型コロナウイルス感染症への対応について. 江⼾川区医師会学術講演会，東京．2020.10.29.

特別講演・
招待講演 45 ⼯藤孝広. ⼩児潰瘍性⼤腸炎における便中カルプロテクチンの役割. 第47回⽇本⼩児栄養消化器肝臓学会，東京（Live配

信）．2020.10.24.

特別講演・
招待講演 46 ⼯藤孝広. ⼩児領域におけるカプセル内視鏡検査の実際－適⽤症例と

検査運⽤Tips－.
第47回⽇本⼩児栄養消化器肝臓学会，東京（Live配
信）．2020.10.25.

特別講演・
招待講演 47 東海林宏道. ⺟乳栄養〜最近の話題〜. 関東新⽣児教育セミナー 2020，東京．2020.2.15.

特別講演・
招待講演 48 東海林宏道. The first 1000 days　乳児栄養と⽣活習慣病. 第123回⽇本⼩児科学会学術集会，神⼾，Live配信．

2020.8.21.

特別講演・
招待講演 49 藤永周⼀郎. デスモプレシンおよびアラーム療法に対する抵抗性の予測因

⼦と初回三者併⽤療法. 第31回⽇本夜尿症学会学術集会．⼤宮．2020.10.3.

特別講演・
招待講演 50 藤永周⼀郎. 英⽂の症例報告、Letterの書き⽅. 第130回⽇本消化器病学会北陸⽀部例会，福井．

2020.11.1.

特別講演・
招待講演 51 ⼩松充孝. 「救急外来での⼩児敗⾎症診療」⼩児敗⾎症の認知. ⼩児敗⾎症Webセミナー2020，Web開催．

2020.10.10.

特別講演・
招待講演 52 安部信平. 抗MOG抗体陽性炎症性脱髄疾患． 第20回常総セミナー，筑波．2020.2.2.

特別講演・
招待講演 53 池野充. てんかんの診断 〜てんかんを鑑別するポイント〜. これからのてんかん診療を考えるWebセミナー，東京．

2020.10.21.

特別講演・
招待講演 54 ⻄﨑直⼈. 夜尿症診療，アナタのギモンにお答えします︕. 第123回⽇本⼩児科学会学術集会，神⼾（Web開

催）．2020.8.22.

特別講演・
招待講演 55 ⻄﨑直⼈. 夜間多尿と低膀胱容量. 第31回⽇本夜尿症学会学術集会．⼤宮．2020.10.3.



特別講演・
招待講演 56 ⻄﨑直⼈. デスモプレシン製剤あなたはどう使ってますか︖〜夜尿症を診

る”⼩児科医”の⽴場から〜. 夜尿症Web セミナー，東京．2020.12.15.

特別講演・
招待講演 57 ⻄﨑直⼈. デスモプレシン製剤あなたはどう使ってますか︖〜⼩児排尿障

害を診る”⼩児科医”の⽴場から〜.
第108回⽇本泌尿器科学会総会，Web開催．
2020.12.23.

特別講演・
招待講演 58 庄野哲夫. ⾝体的虐待を疑った1例. ⼩児虐待検討会北総分科会，Web開催．

2020.10.16.

特別講演・
招待講演 59 松永展明. ⽇本の薬剤耐性に関するナショナルサーベイランス． 第31回⽇本臨床微⽣物学会総会・学術集会，⾦沢．

2020.2.2.

特別講演・
招待講演 60 松永展明. ⽇本のAMR対策の現状〜J-SIPHEの今後の展開を含めて

〜.
令和元年度第2回三重県感染対策⽀援ネットワーク研修
会，津．2020.2.9.

特別講演・
招待講演 61 松永展明. J-SIPHEの概要説明. J-SIPHE活⽤Webセミナー，東京．2020.11.26.

特別講演・
招待講演 62 松永展明. AMR対策リファレンスセンターでの薬剤耐性菌対策の普及啓

発．
第12回⽇本医師会・⽇本獣医師会による連携シンポジウ
ム，東京．2020.12.3.

特別講演・
招待講演 63 幾瀨圭. ロタウイルス胃腸炎の臨床像と合併症について. 横浜市医師会ロタウイルスワクチン予防接種研修会，横

浜．2020.9.9.

特別講演・
招待講演 64 ⾺場洋介. ⾷物アレルギーに対する経⼝免疫療法の実際. 順天堂⼤学第45回都⺠公開講座，東京．2020.2.15.

特別講演・
招待講演 65 ⾺場洋介. ⼩児における炎症と 免疫応答のメカニズム. 静岡⼩児炎症免疫研究会，Web開催．2020.12.18.

特別講演・
招待講演 66 五⼗嵐鮎⼦. ミクログリアの働き. 第20回常総セミナー，つくば．2020.2.2.

特別講演・
招待講演 67 井上久美⼦. ⼦どもの⼼の発達とペアレント・トレーニングについて. 済⽣会川⼝総合病院⼩児健康教室，川⼝．

2020.2.12.



特別講演・
招待講演 68 ⼋⽊澤裕美，⽥代直⼦，武藤⼤和，⽮澤⾥絵⼦，⼤

島華倫，加藤幸恵，村野弥⽣，宮崎菜穂，中澤友幸.
ロタウイルス腸炎に尿路結⽯を来し、腎後性急性腎障害を
発症した⼀例.

第16回⽇本⼩児消化管感染症研究会，東京．
2020.2.1.

特別講演・
招待講演 69 吉⽥登. てんかんをとりまく環境. 第2回⼩児神経超⼊⾨，東京．2020.1.15.

特別講演・
招待講演 70 吉⽥登，⽥中聡久. ⼈⼯知能によるてんかん脳波⾃動解析の展望. 第9回茨城⼩児神経懇話会, つくば．2020.2.16.

特別講演・
招待講演 71 ⽵内⼀朗. 潰瘍性⼤腸炎で治療に難渋した経験について． IBD skill up seminar in 城南，東京．2020.11.11.

区分 番号 研究者名 活動の名称（執筆、出演、受賞等）  執筆や出演の媒体（賞の主催者等）,年⽉⽇等 国際共同

その他
（広報活動を含む）

1 清⽔俊明. ⽣活習慣病の予防は⼦どもの時から. ⽂京区教育委員会第８回家庭教育講座，東京．
2020.1.17.

その他
（広報活動を含む）

2 清⽔俊明. ⼩児の炎症性腸疾患の特徴. Abbvie勉強会，Web開催．2020.7.7.

その他
（広報活動を含む）

3 清⽔俊明. ⼩児・思春期発症IBDの診断と治療. IBD移⾏期医療を考える，Web開催．2020.11.17.

その他
（広報活動を含む）

4 清⽔俊明. ⼩児栄養における⿂⾷の重要性.
【⼦供たちに贈る記念シンポジウム】〜⼦供たちの健康と、コロ
ナを超えて宇宙から学ぶ〜，東京（Web開催）．
2020.11.28.

その他
（広報活動を含む）

5 清⽔俊明. トピックスQ&A　⼩児慢性便秘症の診断と治療について、注
意すべきポイントを教えてください. コロノエキスパート 2020.2:12．

その他
（広報活動を含む）

6 清⽔俊明. Art in Hospital 順天堂医院⼩児医療センター 各科横
断・シームレスな⼩児医療を⽬指す. 集中 7⽉:2-3．2020.

その他
（広報活動を含む）

7 清⽔俊明. 乳幼児期のうんちの悩み. ⺟⼦保健,2020;733:1-4.



その他
（広報活動を含む）

8 清⽔俊明. 序. ⼩児内科,2020:52（増）:9.

その他
（広報活動を含む）

9 清⽔俊明. あとがき. ⼩児内科, 2020;52:1304.

その他
（広報活動を含む）

10 清⽔俊明. 理事⻑就任のご挨拶. ⽇本⼩児栄養消化器肝臓学会雑誌, 2020;34:69.

その他
（広報活動を含む）

11 清⽔俊明. わたしのまちの教育委員. ⽂京区教育だより「きあら」2020年1⽉12⽇.

その他
（広報活動を含む）

12 清⽔俊明. どうしました「膵炎で成⻑期に⾷事制限」. 朝⽇新聞 2020年1⽉22⽇.

その他
（広報活動を含む）

13 清⽔俊明. 広告特集　企画　朝⽇新聞Reライフプロジェクト　低体重児
の命の⽀え　ビフィズス菌で. 朝⽇新聞（朝刊）令和2年10⽉26⽇.

その他
（広報活動を含む）

14 清⽔俊明. <連載> ⼤腸最前線　⼩さく⽣まれた⾚ちゃんの命の⽀え
ビフィズス菌の直接投与で.

朝⽇新聞Reライフ.net
https://www.asahi.com/relife/article/13859021
．2020.10.23.

その他
（広報活動を含む）

15 清⽔俊明. <連載> ⼤腸最前線　ビフィズス菌優位の腸内環境で、感
染症から命を守る.

朝⽇新聞Reライフ.net
https://www.asahi.com/relife/article/13892763
．2020.11.9.

その他
（広報活動を含む）

16 清⽔俊明. 【医師監修】 ⺟乳性⻩疸とは︖⻩疸の原因、受診の⽬安
は︖.

MAMADAYS（株）エブリー．
https://mamadays.tv/articles/3334．2020.6.13.

その他
（広報活動を含む）

17 清⽔俊明. 【医師監修】 ⾚ちゃんの⽔分補給はミルクだけでOK︖ベビー
⻨茶はいつから︖.

MAMADAYS（株）エブリー．
https://mamadays.tv/articles/3352．2020.6.16.

その他
（広報活動を含む）

18 清⽔俊明. 【医師監修】 ⾚ちゃんに⺟乳を与えていたら乳⾸に⽩斑が…
…これって⼤丈夫︖.

MAMADAYS（株）エブリー．
https://mamadays.tv/articles/3359．2020.6.18.

その他
（広報活動を含む）

19 清⽔俊明. 【医師監修】 ⺟乳を与えていたらおっぱいにしこりが︕ 原因・
ほぐし⽅は︖.

MAMADAYS（株）エブリー．
https://mamadays.tv/articles/3390．2020.6.26.



その他
（広報活動を含む）

20 清⽔俊明. 【医師監修】 授乳中、お酒を飲んではだめ︖⺟乳へのアル
コールの影響は︖.

MAMADAYS（株）エブリー．
https://mamadays.tv/articles/3398．2020.6.25.

その他
（広報活動を含む）

21 清⽔俊明. 【医師監修】 ⼦どものカフェイン摂取はいつから⼤丈夫︖気に
なる影響と量の⽬安.

MAMADAYS（株）エブリー．
https://mamadays.tv/articles/3474．2020.7.9.

その他
（広報活動を含む）

22 清⽔俊明. 【医師監修】 ⺟乳が臭い︖⾚ちゃんが飲んでも⼤丈夫︖. MAMADAYS（株）エブリー．
https://mamadays.tv/articles/3483．2020.7.11.

その他
（広報活動を含む）

23 清⽔俊明. 【医師監修】 ⾚ちゃんのカフェイン摂取を避けたい理由は︖お
茶は⼤丈夫︖.

MAMADAYS（株）エブリー．
https://mamadays.tv/articles/3495．2020.7.12.

その他
（広報活動を含む）

24 清⽔俊明. 【医師監修】⼦どものインフルエンザ予防接種は何歳から受け
られる︖.

MAMADAYS（株）エブリー．
https://mamadays.tv/articles/4134．
2020.11.27.

その他
（広報活動を含む）

25 清⽔俊明. 【医師監修】授乳中に⾚ちゃんが寝たら︖ゲップさせなくてい
い︖.

MAMADAYS（株）エブリー．
https://mamadays.tv/articles/4146．
2020.11.29.

その他
（広報活動を含む）

26 清⽔俊明. 【医師監修】⽣後1ヶ⽉の⾚ちゃんが寝ないときどうしたらい
い︖.

MAMADAYS（株）エブリー．
https://mamadays.tv/articles/4263．
2020.12.21.

その他
（広報活動を含む）

27 猿⽥雅之，清⽔俊明，新井勝⼤，⾦兼弘和. 座談会︓⼩児領域特有の免疫に関わる消化管疾患とはど
のようなものか︖. 消化器病学サイエンス, 2020;4:121-133.

その他
（広報活動を含む）

28 ⼤⼭昇⼀. がんについて考えよう. 【学校公開授業】川⼝市⽴本町⼩学校，川⼝．
2020.2.1.

その他
（広報活動を含む）

29 ⼤⼭昇⼀. COVID-19状況下における受診患者の感染対策. 塩野義製薬COVID-19・Influenzae Web Seminar，
Web開催．2020.9.24.

その他
（広報活動を含む）

30 ⼤⼭昇⼀. 感染症の予防のお話. 上⻘⽊南⼩学校令和２年度第１回学校保健委員会，
川⼝．2020.11.4.

その他
（広報活動を含む）

31 ⼤⼭昇⼀. ⼩児在宅医療における診療報酬. 令和元年度⼩児等在宅医療地域コア⼈材養成講習会・研
修資料，国⽴成育医療研究センター．223-236．2020



その他
（広報活動を含む）

32

⼤⼭昇⼀，⾚嶺陽，福原⾥恵，荒堀仁美，⽯⽑崇，
⽯崎優⼦，伊藤友弥，江原朗，⽇下隆，種市尋宙，
濱⽥洋通，平本⿓吾，儘⽥光和，道端伸明，坂東由
紀，⾦城紀⼦，松原知代，平⼭雅浩.

⽇本⼩児科学会働き⽅改⾰検討ワーキンググループ報告
これからの⼩児科医がめざす⼩児保健・医療の⽅向性.

⽇本⼩児科学会．
https://www.jpeds.or.jp/modules/news_m/inde
x.php?content_id=368．2020.12.21.

その他
（広報活動を含む）

33
秋⼭千枝⼦，尾内⼀信，⼤⼭昇⼀，越⽥理恵，鈴⽊
陽，多屋馨⼦，津川毅，森　雅亮，横⼭忠史，吉川哲
史，和⽥泰三.

通所型児童福祉施設における新型コロナウイルス感染症に
関するQ＆A.

令和２年度厚⽣労働省⾏政推進調査事業費補助⾦
（厚⽣労働科学研究事業）新型コロナウイルス感染症　領
域別感染予防策．2020.

その他
（広報活動を含む）

34 ⼤友義之. Bladder Bowel Dysfunction︓排尿障害と尿路感染
症. ⼟屋⼩児病院・医療連携勉強会，埼⽟．2020.1.23.

その他
（広報活動を含む）

35 ⼤友義之. ⼩児の夜尿症の診療︓睡眠障害の観点から. 株式会社ノーベル・ファーマWeb講演会，Web開催．
2020.12.7.

その他
（広報活動を含む）

36 篠原⽰和 2020-21CohortBook-Climate Leadership
Program for Professional Students at Harvard. Harvard Medical School．2020.8.

その他
（広報活動を含む）

37 新井勝⼤. ⼩児便秘治療の新時代へ︕〜新しい便秘薬がもたらす治
療パラダイムシフト〜．

モビコール配合内⽤剤発売1周年記念講演，東京．
2020.1.23.

その他
（広報活動を含む）

38 新井勝⼤． 腸管病変.

ベーチェット病診療ガイドライン2020．厚⽣労働科学研究
費補助⾦（難治性疾患政策研究事業）ベーチェット病に
関する調査研究班、厚⽣労働科学研究費補助⾦（難治
性疾患政策研究事業）難治性炎症性腸管障害に関する
調査研究班（編集），診断と治療社，東京．
2020.1.23.

その他
（広報活動を含む）

39 新井勝⼤． ⼩児潰瘍性⼤腸炎における便中カルプロテクチンの役割. 第47回⽇本⼩児栄養消化器肝臓学会　共催セミナー１
記録集．2020.

その他
（広報活動を含む）

40 新井勝⼤． クローン病の⽣徒のための⼿引き. 患者さま向け説明⽤資料（ＥＡファーマ株式会社）．
2020.

その他
（広報活動を含む）

41 新井勝⼤． IBDを理解してもらうために. 患者さま向け情報サイトIBD-INFO（http://ibd-
info.jp/)内コンテンツ．2020.



その他
（広報活動を含む）

42 新井勝⼤． MEDI QUIZ　⼩児　14歳男児。⾷べ物が飲み込みにくい. ⽇経メディカル, 2020;1:15-16.

その他
（広報活動を含む）

43 新井勝⼤． ⼦どもの消化器疾患. 腸から始まる健康ライフ，TBSラジオ．2020.4.6放送.

その他
（広報活動を含む）

44 新井勝⼤． ⼦どもの便秘. 腸から始まる健康ライフ，TBSラジオ．2020.4.13放送.

その他
（広報活動を含む）

45 新井勝⼤． ⼦どもの成⻑と炎症性腸疾患. 腸から始まる健康ライフ，TBSラジオ．2020.4.20放送.

その他
（広報活動を含む）

46 新井勝⼤． 炎症性腸疾患とのつきあい⽅. 腸から始まる健康ライフ，TBSラジオ．2020.4.27放送.

その他
（広報活動を含む）

47 ⽥中恭⼦. 連携職種　17　Hospital　play specialist/Child Life
Specialist（⼦ども療養⽀援⼠）．

親⼦の⼼の診療に関する多職種連携マニュアル．令和元年
度厚⽣労働科学研究費補助⾦　成育疾患克服等次世代
育成基盤研究事業（健やか次世代育成総合研究事業）
「親⼦の⼼の診療を実施するための⼈材育成⽅法と診療ガ
イドライン･保健指導プログラムの作成に関する研究斑」（研
究代表者　永光信⼀郎）．2020.

その他
（広報活動を含む）

48 ⼯藤孝広，岩間達，清⽔泰岳． IBDクリニカルカンファレンス(第6回)　E2からE4へと罹患範囲
が進展し合併症により治療が難渋したUCの13歳男児. IBDクリニカルカンファレンス, 2020;2:41-51.

その他
（広報活動を含む）

49 ⼯藤孝広. 冷たいおやつの⾷べすぎに注意しましょう︕. たのしくたべようニュース 2020年8⽉8⽇号．2020.

その他
（広報活動を含む）

50 ⼯藤孝広. ⼩児の腹痛 -症候からみた消化器疾患-.
Clinical Cloud by medipal.
https://clinicalcloud.jp/contents/category/c02_0
2_03．2020.

その他
（広報活動を含む）

51 鈴⽊恭⼦. ⼩児慢性疾患患者における旅⾏時の注意喚起. レフィキシアWeb講演会，Web開催．2020.12.1.

その他
（広報活動を含む）

52 藤村純也. ⼩児がんの特性とトータルケア. 上智⼤学グリーフケア⼈材育成講座，東京．2020.1.8.



その他
（広報活動を含む）

53 ⼩松充孝. ⼩児の新型コロナウイルス感染症と冬の感染症への対応.
【⼦供たちに贈る記念シンポジウム】〜⼦供たちの健康と、コロ
ナを超えて宇宙から学ぶ〜，東京（Web開催）．
2020.11.28.

その他
（広報活動を含む）

54 ⻄﨑直⼈. 夜尿症診療，アナタのギモンにお答えします︕. フェリング・ファーマおねしょWeb セミナー，東京．
2020.4.21.

その他
（広報活動を含む）

55 庄野哲夫. お⼦さんが⼩さいと感じたら〜治せる低⾝⻑を中⼼に〜. ⼦どもの成⻑オンラインセミナー，神栖．2020.10.3.

その他
（広報活動を含む）

56 庄野哲夫. ⼩児の⾝体発育と病気. ⿅嶋市ファミリーサポートセンター講習会，⿅島．
2020.12.18.

その他
（広報活動を含む）

57 松永展明. 我が⼦がコロナ感染、抱っこや添い寝はダメ︖　迷う親は. 朝⽇新聞デジタル．2020年4⽉10⽇．

その他
（広報活動を含む）

58 松永展明. 【監修】どうして　しんがたコロナになるの︖． 「やさしく わかる びょうきの えほん」シリーズ．⾦の星社，東
京.全30⾴．2020.

その他
（広報活動を含む）

59 松永展明. 新型コロナウイルスが⼼配!⼦どもの感染症対策. すくすく⼦育て，Eテレ.2020.５.９放送．

その他
（広報活動を含む）

60 松永展明. コロナだけじゃない!感染症対策. すくすく⼦育て，Eテレ. 2020.11.７放送．

その他
（広報活動を含む）

61 松永展明. もっと知りたい!予防接種. すくすく⼦育て，Eテレ. 2020.11.28放送．

その他
（広報活動を含む）

62 松井こと⼦，福永英⽣、清⽔俊明. 研修医のためのクリニカルクイズ　症例:14歳男⼦ 主訴:背
部から聴取される⼼雑⾳. ⼩児内科, 2020;52:725-726．

その他
（広報活動を含む）

63 五⼗嵐鮎⼦. 神経発達症と睡眠障害. ノーベルファーマ社内研修会，東京．2020.9.9.

その他
（広報活動を含む）

64 京⼾玲⼦，⼯藤孝広. ⼦どもの消化管出⾎　学童期の児童に起こりやすい消化管
出⾎とは. ⼩学保健ニュース　2020年9⽉28⽇発⾏．

その他
（広報活動を含む）

65 京⼾玲⼦，⼯藤孝広. ⼦どもの消化管出⾎　消化管出⾎への対応. ⼩学保健ニュース　2020年10⽉28⽇発⾏．



その他
（広報活動を含む）

66 吉⽥登. ビバンセへの期待. 塩野義製薬株式会社 社内研修会，東京．2020.7.16.

その他
（広報活動を含む）

67 吉⽥登. 当院でのカルニチン使⽤経験. ⼤塚製薬株式会社 社内研修会，東京．2020.11.19.

その他
（広報活動を含む）

68 吉⽥登. ⼀般⼩児病院における視神経脊髄炎. 中外製薬株式会社 社内研修会，東京．2020.12.3.

その他
（広報活動を含む）

69 ⽶⼭俊之. ⼩児気管⽀喘息について. 杏林製薬社内勉強会，東京．2020.8.18.
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